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l この報告書は北海道立野幌総合運動公園用地内における埋蔵文化財発掘調査の

うち西野幌11遺跡・西野幌13遺跡・西野幌14遺跡・下学田遺跡に関するものであ

Qo

2 調査は、北海道教育委員会の指示により、北海道住宅都市部の委託を受けて、

財団法人北海道埋蔵文化財センターが実施した。

本書に記載の出土資料は北海道教育委員会が保管する。

3 本書の細集は調査部調査第二課が担当した。各章の執筆は以~Fのとおり分担し、

それぞれ報文末尾に文責者を記載した。

I 種市幸生(調査第二課課長)、 Ⅱ高橋和樹(調査第二課)、Ⅲ高橋和樹・谷島

由貴（調査第二課)、Ⅳ高橋和樹・三浦正人（調査第二課） ・佐川俊一（調査第

一課） ・佐藤和雄・森岡健治（調査第四課)、 V高橋和樹・三浦正人（調査第二

課）森岡健治（調査第四課) 、Ⅵ高橋和樹・葛西智義・谷島由貴（調査第二課）

花岡正光（調査第一課）Ⅶ佐藤和雄（調査第四課) 。

4 遺構の実測は木下昭仁・中村芳子・南出洋子・和田千恵子・桂島キヨ子・田中

（波川）静江・須貝尚樹・佐々木亜貴ほか、各担当調査員がおこなった。

5 遺物の写真は菊池慈人が担当した。遺構図などのトレースは三国谷雅子・村上

明美、遺物の実測・ トレースは園部亜佐子・山田真理子・木下昭仁・工藤睦子・

藤内まゆみ・伊藤幸子・小林晴美、遺物復元・拓本・集計・図版作成は中嶋政子

・小川|||貞子・小島栄子・前川英子・島村和子・飯田静江・木村哲朗、石器材質の

肉眼的鑑定は一部のものを北海道開拓記念館赤松守雄氏に依頼し、他は調査第

一課花岡正光が行った。

6 ⅡI章3 （図Ⅲ 4）の野幌丘陵の遺跡分布図および一覧表は調査第二課田才雅

彦が作成した。

Ⅳ章2 （図IV 5)西野幌11遺跡の焼土分布|叉|の原図は寺崎康史（現今金

町教育委員会）の実測図によるものである。

7 口絵の空中写真は国土地理院発行のCHO-76-6 C10-35･36を使用し

た。 また、士器の展開写真は、小川忠博氏の撮影によるものである。



8 遺構の表記については、以下に示す記号を用い、確認||頂に番号を付した

竪穴住居跡:H 士塘: P Tピット :TP

実測図の縮尺は以下のとおりである。

竪穴住居跡1 ： 60

土壌 1 ： 40 （Ⅵ章は1 : 20)

T上･ツト l : 40

礫群 1 ： 20

家畜墓 1 ： 30

土器実測図・拓影 1 ： 3

石器・土製品・石製品 1 ： 2

（図Ⅳ－10 P-9と図Ⅵ－11 礫群の礫石器は1 : 4)

9

10一覧表中の石器石材については、次の略称を用いた。

And,安'｣｣岩 Aga,めのう Aga-shめのう質頁岩

Bl-Sch.黒色片岩 Che.珪岩 Che-Sh.珪質頁岩

Gr-Mud・緑色泥岩 Gr-Sch.緑色片岩 Ha-Sh,硬質頁岩

Mud泥岩 Obs.黒曜石 Per.撒攪岩

Sa.砂岩 Sa-Mud､砂質泥岩 Sch､片岩

Ser.蛇紋岩 Sh,頁岩 S1｡粘板岩

Tu.凝灰岩

調査にあたっては次の機関や人々の指導ならびに協力をいただいた。

（順不同・敬称略）

北海道教育委員会、江別市教育委員会、北海道開拓記念館、札幌市教育委員会、

赤石,|真三、赤松守雄、天野哲也、石川直章、石橋孝夫、石本省三、稲垣和幸、

上野秀一、右代啓視、内山真澄、浦辻栄治、上屋真一、遠藤龍畝、大井晴男、

大島直行、大谷敏三、大野亨、 力Ⅱ藤邦雄、金子浩昌、木村英明、北沢実、

工藤研治、工藤筆久保泰、後藤秀彦、古原敏弘、斎藤傑佐藤一夫、

佐藤訓敏、佐藤隆広、澤四郎、柴田信一、杉浦重信、瀬川拓郎、園部真幸、

高橋正勝、田中源一、田村俊之、田部淳、谷岡康孝、土屋周三、鶴丸俊明、

手塚薫、寺崎康史、百々幸雄、豊原煕司、直井孝一、中村斎、西幸隆、

西本豐弘、野村崇、羽賀憲二、林謙作、平川善祥、増川栄一、松下亘、

松田猛、松野康弘、松谷純一、三浦孝一、三野紀雄、宮夫靖夫、森広樹、

山下和子、山田悟郎、矢吹俊男、横山英介、吉崎昌一、吉田玄一、渡辺秀一、

渡辺俊一

11



目 次

例言

目次

I 調査の概要･………………･ ･…･

1 調査要項………･……･ ･ ･…･…

2 調査体制…”““………･ ･ ~ ･…

3 調査の経緯”…………･………

Ⅱ発掘調査の方法･……･……”…~

1 調査区の設定……･ ･ ･……． ．…~

2 基本層序…”･…“…．…”……~

3 遺物の分類･………~ ･“…･ ~…。

Ⅲ遺跡の位置と環境……･…． ．…~ ~

1 遺跡の位置と周辺の環境…･ ・

2 野幌丘陵の地形。地質…“･…

3 野幌丘陵における遺跡の分布

Ⅳ西野幌l1遺跡…………“…”･…

1 遺跡の概要……･…………･ ･ ･ ･

2 遺構“……………･……･…･…

3 遺物~…”……~……………”“

4 小括･ ･………－……“…………

V西野幌13遺跡…………“………

l 遺跡の概要･…”“…． ．…”…･ ・

2 遺構““……………“…”“~…

3 遺物………………･…………。

4 小括･ ･“･……””……･………。

Ⅵ西野幌14遺跡……･ ･ ･…“~…･…．

1 遺跡の概要”…‘………･…“…

2 遺構･……･……･……………“

3 遺物･…””~ ･…･…”…”~…･…．

4 小括~…”･……･ ･……･………・ ・

Ⅶ下学田遺跡･…･…･…･……”……

1 遺跡の概要…“． ．…･…･ ･ ~……

2 遺物~…･…………･…““~…”．

3 小括…………･ ･…………･ ･…”

１

１

１

２

５

５

５

６

７

７

９

理

お

お

釧

蛤

“

齢

鍋

鮨

“

“

胆

賜

⑲

訓

帥

氾

灼

副

団

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

。

。

。

■

。

。

。

。

●

。

。

。

。

。

■

。

。

。

●

●

●

１

１

《

『

‐

，

△

可

‐

１

４

１

１

４

－

１

ユ

毛

‐

Ｉ

壬

１

１

ユ

「

０

，

ユ

－

１

」

１

１

基

引用・参考文献 185



I 調査の概要

l、調査要項

事業名北海道立野幌総合運動公園用地内埋蔵文化財発掘調査

事業委託者北海道住宅都市部

事業受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査年度・遺跡・所在地・面積・調査期間

遺跡名

西野幌ll

西野幌13

西野幌11

西野幌14

下学田

西野幌14

鋤委登載番号 所 在 地 面 積調査期間

A-02-82 江別市西野幌109番地ほか 1,718㎡ 7月1日~10月31日

A-02-107江別市西野幌472番地-1ほか 1,070㎡ 〃

A-02-82 江別市西野幌109番地ほか 4,405㎡ 5月9日~10月31日

A-02-95 江別市西野幌947-1 30㎡ 10月8日-10月13日

A-02-83 江別市西野幌929-1 227㎡10月15日~10月3旧
A-02-95 江別市西野幌947-1 1,214㎡| 5月7日~9月30日

年度

58年度

〃

59年度

〃

〃

62年度

2．調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

昭和58年度 昭和59年度 昭和62年度

中村龍一 中村龍一 植村 敏
(| |部I 162fl ;､6 1 1251 1史で)

灘 宣彦
( | |僻' 162年6ﾉ1261 1から)

山本 ‘|真一 山本慎一 山本慎一

藤本英夫 藤本英夫 藤本英夫
（昭和62年2jl 3 1 1まで）

横田直成 横田直成 間宮道男

竹田輝雄 竹田輝雄 中村福彦

高橋和樹 種市幸生 高橋和樹
(捌介雛晶班文化財保護主.11） （,淵交輔三班長) (調査第二課文化財保漉}; ‘抑

葛西智義
（同l茜 文化財保漣主'1F)

三浦正人 高橋和樹 谷島由貴
(| iJ) Iを 文化財保漁主榊(調Ff第=班文化財保蕗主'If) (Inl l宅 嘱託）

森岡健治 佐藤和雄
(Il il lz 嘱託) (llj1 l も 文化財保漉主､IF)

佐川俊一
（ ' 1 ,.1 11 文化財侃撤}邪）

寺崎康史
（| ljl iも 嘱託）

理事長

専務理事

常務理事

業務部長

調査部長

発掘担当者

調査員

1



3． 調査の経緯

北海道住宅都市部は、昭和56年10月、北海道で昭和69年開催される予定の第44回国民体育大

会に向けて、江別市西野幌に規模63.7ヘクタールの総合運動公園を建設する計画を策定した。

公園は、全道のスポーツレクリエーションの拠点になるように位置づけられ、総合体育館、陸

上競技場、硬式野球場、軟式野球場、テニスコート、ホッケー場、 ラグビー場、多目的広場、

憩いの森、 プレイコーナー、調整池、その他に園路、駐車場、作業ヤード、ポンプ場などを合

わせも=』たものである。 この計画に伴い、住宅都市部は、昭和57年度から、公園の造成工事に

着手する運びとなったため、昭和56年10月、北海道教育委員会（以下道教委と呼ぶ） に赴むき、

事前協議を行なった。

両者での協議の結果、道教委が工事計画にかかわる区域の所在確認調査（表面踏査） を実施

することになった。その調査により、工事計画区域内に7ケ所の包蔵地、 （西野幌1l遺跡、西

野幌12遺跡、西野幌13遺跡、西野幌14遺跡、西野幌15遺跡、西野幌16遺跡、下学田遺跡）の分

布することが確認された。

所在碓認調査の結果にもとづき道教委はさらに、包蔵地の広がりをはっきりさせるために、

範囲確認調査を実施した。調査は、包蔵地の範囲、包含胴の状況、遺跡の性格などを把握する

ため、対象面積の約1％を掘開することを基本とし、必要に応じてトレンチ調査を併用して行

なった。調査は昭和57年度だけではなく昭和58年度、昭和60年度にも行なっている。調査によ

って|ﾘ|碓になった包蔵地の面積については後で詳述する。

範囲確認調査の結果をもとにして、再度、両者が協議を行ない、現状保存の困難なものにつ

いては、記録保存調査を昭和57年度から行なうに至った。

発掘調査は、道教委の指示により昭和57年度以降住宅都市部から委託を受け、財団法人北海

道埋蔵文化財センターが行なうこととなった。以下、遺跡ごとにその調査の経緯を述べる。

西野幌ll遺跡は､､昭和57年度に7,635㎡の範囲を確認したうち、幹線園路工事にかかわる区

域1,000㎡については、遺物が少なく、包含層が攪乱されているため、道教委が工事立会で対

応、昭和58年度に市道代替道路、ポンプ°場にかかわる区域1,718㎡、昭和59年度に同区域4,4

05㎡を発掘調査、合計7,123㎡が調査済である。

西野幌12遺跡は、昭和57年度3,540㎡、昭和58年度42,500㎡、昭和60年度5,125㎡、合計51

,165㎡の範囲が確認され、そのうち、 57年度に園路になる区域3,500㎡、 58年度に同区域の継

続6,213㎡、昭和59年度は硬式野球場の外野スタンドにかかわる区域5,064㎡、昭和60年度は

軟式野球場の外野グランドにかかわる区域7,754㎡、昭和61年度は同球場の左翼スタンド継続

4,550㎡、昭和62年度は同野球場の外野スタンドにあたる区域2,287㎡合計、 29,368㎡を発掘

調査実施、 さらに、昭和63年度に補助園路の部分943㎡を発掘調査する予定である。

西野幌13遺跡は、昭和57年度3,650㎡、昭和58年度17,150㎡、合計20,800㎡の範囲が確認さ

れ、そのうち、昭和58年度に市道の代替道路1,070㎡を発掘調査。昭和61年度に道教委がその

地域120㎡を工事立会。合計、 1,190㎡が調査済である。

２



西野幌14遺跡は、昭和57年度に2,470㎡、昭和58年度に8,530㎡、合計11,000㎡の範囲が確

認され、そのうち、昭和59年度ホッケー場Aにかかる区域、 30㎡を発掘調査、昭和60年度に同

区域108㎡を道教委が工事立会、昭和62年度に西駐車場の一部1,214㎡を発掘調査、合計1,3

52㎡が調査済みである。

西野幌15遺跡は、昭和57年度に8,200㎡の範囲が確認され、昭和58年度に道教委が1,050nf

を工事立会したのみで、発掘調査は行われていない。

西野幌16遺跡は、昭和58年度に1,320㎡の範囲が確認されて以降、工事立会、発掘調査とも

行われていない。

下学田遺跡については、昭和58年度に6,300㎡の範囲が確認され、昭和59年度に憩いの森の

一画227㎡を発掘調査したのみである。

これまでに発掘調査した遺跡については、道教委が工事立会で対応した部分を除き、調査概

報を毎年刊行している。工事計画において一旦区切りを見た西野幌11、西野幌13、西野幌14，

下学田遺跡については、本報告書で、昭和57年度以来、毎年発掘調査を継続している西野幌12

遺跡については、来年度発排I嗣査予定分を含め、 7年分をまとめて作成する計画である。

（種市幸生）

北海道立野幌総合運動公園用地内遺跡別調査概要一覧

遺跡名

西野幌ll

〃

〃

西野幌13

ノノ

西野幌14

ノノ

〃

西野幌15

〃

下学田

西野幌12

〃

〃

〃

〃

〃

〃

所 在 地

江別市西野幌109番地ほか

ノノ

〃

江別市西野幌472-1番地ほか

〃

江別市西野幌947-1番地ほか

〃

〃

江別市西野幌502番地ほか

〃

江別市西野幌929-1番地

江別市西野幌497-1番地ほか

〃

〃

〃

〃

〃

〃

調査内容

工事立会

発掘調査

〃

発掘調査

工事立会

発掘調査

工事立会

発掘調査

工事立会

〃

発掘調査

発掘調査

〃

〃

〃

〃

〃

工事立会

道教委登載番号 調査対象面積調杳羊体

1,000㎡道教委

1,718㎡埋文センター

4,405㎡ 〃

1,070㎡ 〃

120㎡道教委

30㎡埋文センター

108㎡道教委

1,214㎡埋文センター

1,050㎡道教委

124㎡ 〃

227㎡埋文センター

3,500㎡埋文センター

6,213㎡ 〃

5,064㎡ 〃

7,754㎡ 〃

4,550㎡ 〃

2,287㎡ 〃
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図1－1道立野幌総合運動公園用地のイウ置画

（この図は国土地理院発行5万分の1地形図「江別」 を複製・加筆したものである）
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Ⅱ発掘調査の方法

1 ．調査区の設定

既に、昭和60年度の西野幌11遺跡の発掘調査報告書に説明があるように（北埋文1986） 、野

幌総合運動公園予定地には、道々江別恵庭線と、道々野幌運動公園線の交点を基点とする直

交座標が設定されており、 これに基づいて、 40m毎のメッシュをかけた、 1 : 2,500地形図が

発行され、 これが事前協議の際の原図とされた。 この座標系の南北方向の基軸は、真北に西偏

すること6｡15'である。発掘調査区もこの座標系を利用したもので、南北方向は、工事用のS

P400を発掘区の0とし、西方に10m移動したSP410を1， 20mのSP420を2と、 |||頁次読みか

えることにした。東西方向は、工事用のR440を0とし、南方10mのR430を1， 20m戻ったR4

20を2， センターラインは44、工事用のL10"145という具合に番号を付した。南北方向を先に、

東西方向を後につづける方法で、 グリッドを命名した。例えば、 SP460、 R320の交点が、発

掘区の6－12杭となり、 この杭を北東の一角とする10m区画が、すなわち6-12区となる。発

掘区はさらに5×5m毎に4分割して調査を進めたが、北東部の小グリッドをa、 |||頁次逆時計

まわりに、北西をb、南西をc，南東をdと細分した。

なお、江別市西野幌地区における磁針方位は、ほぼ西偏8.30'であり、本書に掲載した地形

図等には、星印を付した真北と、磁針にMを付した磁北とを併せて表示している。

2．基本層序

各遺跡における具体的な層堆積については、各章の冒頭部にそれぞれ断面実測図を掲げて、

個々に説明するが、層堆積は場所によって若干の相違があり、必ずしも同一ではない。 しかし

ながら、発掘調査を進めるうえで目安となる、基本的な1脚序は、野幌総合運動公隙|用地内では

相互に本質的な一致が認められ、以下の大別した4つのIW,Iから成るものと理解できる。

I層 表土

Ⅱ屑 黒色土

Ⅲ層 褐色粘質土

Ⅳ層 黄褐色粘土

1 I笛は耕起されたケースが多く、 自然の状態が保たれていたのは、雑木林のままに残されて

いた一部の土地だけである。 Ⅱ層の黒色土が主要な遺物包含層で、多くの場合、遺構の掘り込

み面もこの層にあったと考えられる。傾斜地などでは、黒色士の下部に断続的に焼土屑を介在

させる例が少なくない。ⅢI刺は、いわゆる漸移層で、実際上の遺構確認面は、 このIF1から以下

となる。Ⅳ層は基盤で、支笏軽石流堆積物起源の元野幌粘土層と呼ばれる地〃#の一部だが（矢

野・山田1982） 、砂の含有の度合いに差があり、 より砂質がちな地点がみられる。

断面実測図に示す各脾1は、 この基本的な土層をさらに細分したもので、断面では観察できて

も、発掘調査における平面的な掘り下げの時点では、認識できない場合が多かった。

（高橋和樹）
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3．遺物の分類

土器

土器の分類については、基本的に、大麻l遺跡（北埋文1981)や吉井の沢の遺跡群（北埋文

82）など、江別市内の調査、報告例における分類基準を踏襲した。縄文時代草創期のO群土

および擦文時代に属するⅦ群土器は、本報告書に掲載した調査では検出されていない。

< I群〉 縄文時代早期に属する土器群

a類 貝殼腹縁圧痕文、条痕文のある土器群

b類 縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文等のある土器群

本報告書に掲載した資料は、 b－2類に細分されるコッタロ式に相当するものが主

1982)

器お‘

体である。

<Ⅱ群〉 縄文時代前期に属する土器群

a類 縄文尖底土器群

b類 円筒土器下ll･''i式、植苗式、大麻V遺跡出土資料などに相当するもの

くⅢ群〉 縄文時代中期に属する土器群

a類 円筒土器上肘式に相当するものなど前半期のもの

b類 a類に後続する土器群で、 b－l 、 b－2， b 3類に細分される。

b－1類天神山式に相当するもの

b－2類柏木川式およびそれに近似したもの

b－3類北筒式に杣当するもの

くⅣ群〉 縄文時代後期に属する土器群

a類 余市式、手稲砂山式、入江式などに相当するもの

b類 ウサクマイC式、船泊上胴式、手稲式、縦洲式に相当するもの

c類 堂林式に相当するもの

<V群〉 縄文時代晩期に属する土器群

a類 大洞B、 BC式に相当するもの

b類 大洞C1 、C2式に相当するもの

c類 大洞A式などに相当するもの、 タンネトウL式に類するもの

くⅥ群〉 続縄文時代の土器群

本報告書に掲載した資料は、後北式の前半期のものが主体である。

石器

石器は器種別の大分類にとどめ、記号による細分はおこなっていない。ただし、掲載遺物の

明に当たっては、各形態ごとに形式細分を意識し記述するように努めた。出土した石器の器説明に当たっては、各形態ごとに形式細分を意識し記述すつように労め7こ°皿工し/こ/ロ盃vﾉ盃

種は、石鍼、やり先、石錐、ナイフ、 スクレイパー、石斧、たたき石、すり石、砥石、石皿、

台石である。 また、 このほかに、石核（コア） 、剥片・石屑（フレイク ・チップ） 、礫や土製

品・石製品が出土している。

なお、表中で使用した石質の略号については、例言に記してあるので参照ねがいたい。
6



Ⅲ遺跡の位置と環境

l .遺跡の位置と周辺の環境

道立野幌総合運動公園用地内の遺跡群は、札幌市の東に隣接する、江別市西野幌の下学田地

区に所在する （図1-1) 。 ここは、次節に説明のある、野幌丘陵と称される丘陵地帯の東北

部の一画で、野幌原始林に梱養された小流の一つ、早苗別川の上流域にあたる。早苗別川は北

流して江別川（千歳川の下流部）に至り、 じきに江別川は本流石狩川に合流する。合流点は江

別太と呼ばれ、石狩川の河口から南東へ約30km隔った所である。山田秀三氏によれば、 「現在

の江別市街は元来は江別太と呼ばれた土地から発達した処で、エベッ ・フ･トゥ （江別川の．川

口）の意味であった」 （山田1984, 41頁） という。既刊の報告書に寄せていただいた同氏の見

解によれば、江別すなわちユベオッは、 yupe-ot (蝶鮫．多くいるところ） とする永冊|方正氏

の説が妥当で、早苗別サノユベツは、 sana-yupe-ot (otは下略） 、 〔浜（石狩川畔）の方にあ

る．江別川〕であろうという （北埋文1986） 。また、野幌とは､『北海道駅名の起源』昭和29年

版以降のヌフ° ・オル・オ・ペッ （野中の川）から出たとの説を採択し、 nup-or (野の．中、処）

のように呼称されていた名残りであろう、 と説明されている （山田1984） 。

石狩川は北海道最大の長流で、古来、 日本海から測って、内陸の空知、上川地方へと奥深く

たどる主要な交通路で、江別太はその要所にあるが、 また一方で、江別川（千歳川） を舟での

ぼり、陸路によって千歳を越え、再び美々川、勇払川と舟を進めて太平洋に到達するという、

日本海と太平洋を結ぶ、重要なルートの分岐点であり、 まさに要衝の地であった。 このルート

沿いの石狩一苫小牧低地帯は、北海道の先史時代の文化圏を東西に大きく二分する境界となっ

ており、特にこの東西の文化圏の北の接点にあたる野幌丘陵地帯の遺跡群には、道南西部の文

化と、道東北部の文化との、複雑な交錯が認められる例が少なくない。

石狩川は往古このかた大量のサケの湖上に恵まれ、支流の千歳川は、現在でもサケの孵化事

業の一大中心地である。かつては、川沿いに低湿な泥炭地がひろがり、開拓以前の野幌丘陵は、

トド松を主体とする謹蒼たる原始林におおわれていた。原始林が拓かれて畑となり、谷には水

田が造られていった歴史については、関矢マリ子氏の名著『野幌部落史』 （関矢1974）や、北

海道開拓記念館による『野幌丘陵とその周辺の自然と歴史』 （1981） に詳しい。

ところで、 この原始林の姿が、必ずしも太古のままではないらしいことが、山田悟郎氏らの

研究によって明らかにされてきている。例えば、運動公園内の遺跡群の北西約4knlに位置する、

吉井の沢1遺跡での花粉分析の結果では、縄文中期末から後期中頃の古植生は、広葉樹を主体

とするもので、縄文晩期頃からシラカバやトドマツが増えはじめて今日に至ること、縄文中期

末頃には縄文人による森林の伐採・山火事等によって陽地性の草本群落もひろがり、 これに伴

って、多量の焼土が小谷に埋積したことなどが指摘されている （山田・北川1982) 。焼土の形

成、堆積については、北北東へ5km程離れた萩ケ岡遺跡（山田1982)などでも追究されている。

（高橋和樹）
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2． 野幌丘陵の地形・地質

ここでとりあげるのは、野幌丘陵のうち、野津幌川と裏の沢川を結ぶ線以北の石狩川以南の

丘陵地、狭義の「野幌丘陵」である。その地質について古くから種々の報告・論文が公表され

ているが地層名および定義に混乱がみられる。本報告の地形・地質は北海道立地下資源調査所
注1 注2 注3

5万分の1地質図幅「江別」 ・20万分の1 「札I幌」および北海道開拓記念館研究報告第6号・
注4

研究年報10号によった。

野1｣晃丘陵は沖積平野の北側に向かって半島状に突き出す鮮新世から更新趾に堆積した丘陵で

ある。南北に延びる頂部の平坦面を軸とした背斜構造をもつ。 この背斜構造は西側で緩傾斜し

東側はやや急になる砂州のような形態を成す。 この中央部は〔野幌上位面〕 と呼ばれる平坦面

で小野幌1脚からなる。標高は40mから最高点の98m、北側に緩く傾斜する。丘陵本体の縁辺部

は低地帯に接して西・北・東の3方向に平坦面が広がる。

〔大麻一もみじ台面〕丘陵の西側、大麻団地ともみじ台目|地のある平坦面。下野幌IWI'|を不整

合に覆うもみじ台IIYI (海成層） と小野|幌IP'i (非海成l稗）からなる。標高は30～50m，北西に緩

く傾き明瞭な段丘崖は部分的である。

〔江別面〕丘陵の北側に広がる平坦面で元野幌粘土眉（支笏軽石流起源の軽石片を多く含む

粘土l柳）が表1脚を覆っている。標高は10～30m、北東へ緩く似き沖積平野に接し、北西は段丘

崖になる。

〔下学田面〕丘陵の東側にあり運動公園用地がここに含まれる。多くの浅く短い小谷が西か

ら東に平行状にあり分断されているが、南北に広がる平坦面。元野幌粘土11I'!'i (江別面の元野'幌

粘土肘より軽石片が少ない） に覆われている。標高は20～30m，東側に緩く傾斜し、沖積平野

に接する。

東側の沖積平野には支笏火山噴出物の上を泥炭届が覆っている。運動公園用地付近の表土は

疑似グライ士からなる。 これは重粘な母材が台地上の平坦面で乾・湿が不規則に繰り返された

土壌である。模式的にはAl層（腐植層） ・Bl l" (漸移”・B2ルリ （粘土層） となる。

Alh1の上にOl lW (耕作士） の場合が多くみられる。 B2 1',4,1は元野幌粘土層の中の上部に相

当すると考えられる。 また、 このlY|の上面に、永久凍土が収縮して出来たくさび状の割れ目が

埋められ平面が多角形になった氷櫻のみられるところがあった。元野幌粘土j智は、火山灰質粘

土層で、細かい軽石を含む茶褐色～黄褐色の粘土暦とシルト、泥炭、泥炭質粘土層などの薄層

が互胴をなす。 2mほど掘下げたところでは約1.5mの黄禍色粘土層、その下に約0.2mのシル

ト屑と約0.2mの泥炭層がみられ､植物遺体・昆虫遺体が含まれていた。 （谷島由貴）

注1 松下勝秀： 5万分の1地質図幅「江別」および説明書（札幌一第22号）北海道立地下資源調査所 1971

注2 石田正夫・曽屋龍典：20万分の1地質図幅「札幌」 北海道立地下資源調査所1980

注3 北川芳男・赤松守雄・山田悟郎・矢野牧夫： 自然地理的特性北海道開拓記念館研究報告第6号 1981

注4 矢野牧夫・山田悟郎：北海道野幌丘陵に分布する最終氷期堆積物の粘士層北海道開拓記念館研究年報

第10号 1984
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3．野幌丘陵における遺跡の分布

野幌丘陵が北海道の先史時代における東西の文化圏の接点であり、 ここに残された遺跡群に

は、東西の文化の錯綜に伴う、複雑な様朴|がみられることは、第1節にも触れたところである。

これについては、縄文前期末から中期末に至る、円筒土器文化圏の趨勢に絡む問題や、続縄文

期前半における、恵山文化の推移と後北文化圏成立の問題、 さらに北海道式古墳の位置づけに

関する問題などについて、具体的に考察を力l lえた、高橋正勝氏の論考「元江別遺跡群と野'幌丘

陵の先史時代」 （高橋1981)が、既に提出されている。

また、 日本海側から太平洋側まで、石狩苫小牧低地帯全域の遺跡を、時期別に網羅する分

布図を作成し、各時期の全般的な様相を示したうえで、野幌丘陵内の遺跡の在り方に論及した、

野村崇・中田幹雄・平川善祥の三氏による労作がある （北海道開拓記念館1981) ｡

ここでは、 これらの業績に付け加えるべき、何らの新知見もないのであるが、野幌丘陵にお

ける遺跡の分布図・一覧表を作成し （図Ⅲ－4～6，表－1～5） 、運動公園用地内の遺跡

群の特徴を捉えようと試みた。 しかしながら、時間的な制約のため、各遺跡の内容を十分に検

討することができず、活用は今後の課題とし、本節では、時期別にみた、公園用地内の遺跡群

の様相について、簡単に述べるにとどめたい。

公陸|用地内における最古の資料は、 I群a類の貝殼文土器で、昭和62年度の調査で、西野幌

12遺跡から破片が1点検出されている。江別市内における貝殼文の類例は、大麻15遺跡など5

カ所に過ぎないらしく （園部編1986） 、貴重な例といえよう。

西野111if13遺跡からは、 I群b－2類コッタロ式土器を伴出する竪穴住居跡が、 1軒発見され

た。小規模な集落の例だが、用地内での縄文早期の住居跡の検出は、特筆されよう。

縄文前期の資料は、後半のⅡ群b類土器で、西野幌11遺跡に若干の出土例があり、西野幌12

遺跡にも少量見出されている。大麻V遺跡の出士資料（中村・君1970)に類するものである。

中期では、前半のⅢ群a類土器が、少量ずつながら各遺跡に万遍なくみられ、後半のb類士

器の段階では、資料が急増する。特に西野幌12遺跡の出土量は多く、 ここでは竪穴住居跡も検

出されている。 このⅡI群b類の類例は、野幌丘陵に広く、濃く分布する傾向が認められる。

つづく後期では、前葉のⅣ群a類に属する資料が、西野幌11遺跡や西野幌13遺跡など、用地

内の北東部で、比較的多く検出されたほか、西野幌12, 14遺跡にも若干の類例が見出されてい

る。中葉のb類土器の段階では、墓塘が1基発見された西野幌11遺跡に資料が多く、西野幌13，

14遺跡にも、若干の出土例がみられる。

晩期のV群土器は、末葉のc類が主体で、 14基の士塘や礫群などとともに、西野幌14遺跡か

ら多数検出され、西野幌12遺跡にも土壌がみられる。野幌丘陵における晩期の類例は、大部分

がこのc類段階のもので、土壌の群在が認められるケースが少なくない。

続縄文期では、西野幌13遺跡で後北B式土器のク．ルーフ・が多出し、西野幌12遺跡では、 これ

までに100基を超える後北C2式段階の土塘（墓）が検出されている。Ⅵ群士器は、西野幌13

遺跡からも少量得られている。後北式につづく擦文時代の資料は、用地内では未見である。

（高橋和樹）

12



、~__づ

ノ
~

三

勺只~~

″

,e碆皇式Q"，

/一

､、
~！

87

ﾛ5

図Ⅲ－4 野幌丘陵の遺跡分布図 1の

lq〕



純文時代早期 縄文時代前期

ひ

35,

イ

ノ

縄文時代後期

図Ⅱ1－5 時期別遺跡分布(1)

繩文時代に|｣期
14



続縄文時代縄文時代晩期

(1)グ
ミニニニ〆〆

ダク

’

唾

煙

卿

I
I

擦文時代 アイヌ文化期

図Ⅲ－6 時期別遺跡分布図(2)
15



江別市の遺跡

遺跡名

大麻1

大麻2

大麻3

大麻4

大麻5

大麻6

大麻7

大麻8

大麻9

大麻10

大麻ll

高砂

時 期

縄文時代早期～擦文時代

縄文時代前. ‘~|｣期

縄文時代早・晩期、続縄文時代

不詳

縄文時代後期

縄文時代早期、続縄文時代

不詳

不詳

続縄文時代

縄文時代後期、続縄文時代

縄文時代後・晩期

縄文時代早期～擦文時代

縄文時代前，後期～擦文時代

丘先式、弧状一条壕

縄文時代早‘後期、続縄文時代、擦文時代

擦文時代

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代早・中．後期

縄文時代前期

縄文時代

擦文時代

縄文時代後期、擦文時代

不詳

縄文時代中期

縄文時代中，後期、続縄文時代～アイヌ期

縄文時代後期、続縄文時代

縄文時代中.晩期、続縄文時代

縄文時代早期～続縄文時代

縄文時代早・ !~|'～晩期

縄文時代後期
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上 U
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２
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０
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２
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０

１

２
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４

５

６

師

弼

胡

仙

似

姐

娼

“

相

輪

卿

蛆

岨

別

刷

塊

脇

別

弱

矧
ｌ
Ｌ
１
Ｉ
４
－
Ｉ
上
で
１
１
口
Ｉ
Ｌ
勺
１
４
『
Ｉ
Ｌ
１
Ｉ
Ｌ
１
Ｉ
晶
荊
Ｉ
ふ

り

】

り

】

り

白

９

】

の

当

ｎ

４

ｎ

凸

ハ

ム

旬

乙

巾

乙

ｑ

Ｊ

ｑ

Ｊ

ｑ

Ｕ

ｑ

Ｊ

ｑ

Ｊ

ｑ

Ｊ

ｑ

Ｊ

番 種別

集落跡

遺物包含地

墓塘

遺物包含地

集落跡

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

墳墓

チヤシ跡

墓塘

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

墓塘

遺物包含地

遺物包含地

墓塘

墓塘

遺物包含地

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集蒋跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

墓塘

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

調 査

昭和52.54.55年

昭和52 .60 .62年

昭和40‘45年

昭和53,55～57年

７

8 ， 9

昭和62年

昭和57年

昭和39･41.50.59～62年

昭和7･55･60'61年

昭和元・54.55年

昭和8･30･35年

昭和10年

４１－０

５

１

１後藤

江別チャシ

坊主山

飛鳥山

大麻12

大麻13

大麻15

大麻16

16

17． 18

~

昭和60年

昭和52.60年

昭和55年

19

句

ｉ

〔

５

ｑ

》

４

〈

Ｕ

１

２

３

１

１

．

１

１

ワ

］

２

２

り

】

麻
麻
麻
麻
麻
麻
麻
麻

大
大
大
大
大
大
大
大

昭和44年

昭和60･62年 20

昭和52.53.55.56･61年

昭和52.56年

昭和50年

昭和6.50･54'55･57～59年

大麻24

大麻25

ﾉ1,島の沢

|日豊平河畔

１

１

２

２

ワワ
ー~

縄文時代後期、続縄文時代

不詳

続縄文時代、擦文時代

縄文時代中・後期、続縄文時代～アイヌ期

縄文時代前期～擦文時代

縄文時代晩期

縄文時代後期

不詳

不詳

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代後，晩期

縄文時代後期～続縄文時代

不詳

縄文時代中・後期

縄文時代晩期

縄文時代後期

縄文時代後期

縄文時代早期～続縄文時代、 アイヌ期

縄文時代後期、続縄文時代

縄文時代後期

細文時代後期～続縄文時代

不詳

縄文時代後期

9.16.23～26

上江別

美原

千歳川左岸河川敷

昭和52.55.56年吉井の沢l

吉井の沢2

吉井の沢5

⑪1

ム」

可

１

ワ

コ

幌

幌

ｆ

ｆ

畢

里

一
兀
一
兀

元野幌3

元野幌4

東野幌l

西野幌1

西野幌2

西野幌3

西野幌4

西野幌5

西野幌6

元江別1

元江別2

対雁

町村農場l

町村農場2

町村農場3

１

１

昭和52.54年

昭和52～54年

昭和52.54.60.61年 1，27

昭和51年 28

昭和51年 28

昭和51年 28

昭和51'54･55･55･61.62年 15.23

昭和51.54.61年 15．23

焉二昭和57匂

一
一
二
国

遺跡一覧表(1)
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番号 遺跡名

56町村農場4

57元江別3

58 元江別4

59元江別5

60元江別6

61 七T目沢1

62七丁目沢2

63七丁目沢3

64七丁目沢4

65七丁目沢5

66七丁目沢6

67陽川庭園

68七丁目沢7

69元野幌6

70元野幌7

71 中原

72上江別1

73東野幌2

74東野幌3

75東野幌4

76東野幌5

77東野幌6

78西野幌7

79西野幌8

80西野幌9

81 西野幌10

82西野幌11

83下学田

84元江別7

85元江別8

86元江別9

87元野幌8

88江別太

89元江別11

90対雁番屋

91 萩ケ岡

92元江別10

93下学田2

94下学田3

95西野幌14

96西野幌12

97西野幌15

98下学田7

99西野幌16

1N下学田9

101 下学田10

102志文別

103千古園

104 中の月

105江別第2チヤシ

107西野幌13

時 期

縄文時代後期

縄文時代前.後期～続縄文時代

不詳

縄文時代中期～続縄文時代

縄文時代後・晩期

縄文時代後期、続縄文時代

縄文時代後期

縄文時代後期～続縄文時代

続縄文時代

縄文時代後期

縄文時代後期

続縄文時代

縄文時代後期、続縄文時代

不詳

縄文時代後期

不詳

不詳

不詳

縄文時代後期

縄文時代中期、続縄文時代

不詳

不詳

不詳

不詳

不詳

不詳

縄文時代前・中・後期、続縄文時代

縄文時代

縄文時代後期～続縄文時代

不詳

不詳

不詳

縄文時代晩期、続縄文時代

縄文時代中・後期

江戸時代（本図幅外）

縄文時代中・後期、続縄文時代、擦文時代

縄文時代中・後期、続縄文時代

擦文時代

縄文時代後期

縄文時代中～晩期

縄文時代早期～続縄文時代

縄文時代中・後期

縄文時代後期

縄文時代後期

不詳

不詳

擦文時代

擦文時代

擦文時代

丘先式、弧状二条壕

縄文時代早期～続縄文時代

種別 調

遺物包含地

集階跡 昭和53,55.（

遺物包含地昭和53年

遺物包含地昭和53‘55年

遺物包含地昭和53年

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地昭和56年

遺物包含地

土塘 昭和57年

遺物包含地昭和58年

遺物包含地

道物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡 昭和53.55年

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地昭和61年

遺物包含地

墳墓 昭和57~601

遺物包含地昭和57～594

遺物包含地

遺物包含地昭和56年

遺物包含地昭和57年

遺物包含地

低湿性遺跡昭和53年

集蒋跡 昭和54,55.6

番屋跡 昭和54年

集蕗跡 昭和55～57f

遺物包含地昭和55･61年

遺物包含地

遺物包含地

土塘 昭和57～59‘

集蒋跡 昭和57～62f

遺物包含地昭和57.58年

遺物包含地

遺物包含地昭和57.58年

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地昭和元年

チャシ跡 昭和元年

集落跡 昭和57.58年

昭和53.55,5

昭和53.55年

昭和57~60年

昭和57～59年

昭和53年

昭和54'55･6

昭和57～59‘

査 文献

8 ，29

15

6年

昭和53年

昭和53.55年

昭和53年

16．24

29．30

31.本報告書

本報告書

1M1

昭和54年

昭和55～57年

昭和55･61年

３２
●

２

５

３

４

５

３

１

３

３

１

62年

昭和57～62年

昭和57,58年

本報告書

本報告書

札幌市の遺跡

遣

４

５

０

８

８

９

Ｔ

Ｔ

Ｓ

号

別

踊
卯

番 時

縄文時代中期
|縄文時代中期
|続縄文時代

種別

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

跡名 査 ｜ 文献期 調

遺跡一覧表(2)
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号
虹
開
別
弱
鮎
的
帥
側
帆
船
一
輪
銘
Ｍ
賜
陥
Ⅳ
踊
邪
幻
羽
訂
胡
羽
刎
如
独
郷
郷
郷
郷
獅
郷
蜘
知
淑
魏
獅
獅
獅
翻
減
郷
靭
獅
”

垂

含

１

１

上

１

“

１

－

１

１

人

２

ワ

】

ワ

ョ

ワ

ム

２

９

〕

り

“

９

〕

２

９

鐸

２

種別

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

名

４

時 期

不詳

擦文時代

縄文時代早・中・後期～擦文時代

縄文時代中期

不詳

不詳

縄文時代中期

不詳

縄文時代後期・擦文時代

縄文時代中期

畦
跡

遺

１

３

４

９

９

９

Ｓ

Ｓ

Ｓ 〕5昭和47年

S95

０

３

４

５

６

９

０

０

０

０

９

９

１

１

１

１

Ｓ

Ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

縄文時代

縄文時代早・中期～続縄文時代

縄文時代中期

縄文時代中期

縄文時代中期

縄文時代

縄文時代

６

３

４

５

６

４

５

１

１

１

ｌ

１

２

２

２

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

36.37昭和48.49.55年

７

５

１

２

２

２

Ｓ

Ｓ

不詳

縄文時代後期

縄文時代中期

縄文時代早期

縄文時代中期

縄文時代早・中～晩期

縄文時代晩期、続縄文時代

縄文時代

縄文時代早・中期

縄文時代

S226

７

８

７

８

９

０

１

２

２

２

３

３

３

４

４

４

２

２

２

２

２

２

２

２

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

昭和48.56年

昭和48年

38

qq
Uヅ

昭和49年 39

~ 昭和48年

昭和48年 40

S243

縄文時代

縄文時代

縄文時代

縄文時代

縄文時代

縄文時代

S244

S245

６

７

４

４

２

２

Ｓ

Ｓ 昭和50･58年

昭和58年S248

S249

縄文時代Ｓ
ｌ
Ｓ

250

縄文時代

縄文時代

不詳

縄文時代

年

年

年

年

ｎ
尺
〕
企
ｎ
Ｕ
（
ｕ
Ｊ
Ｒ
Ｕ

Ｐ

同

Ｊ

Ｆ

『

』

４

４

○

戸

『

Ｕ

［

Ⅱ

両

Ⅱ

ｎ

Ｈ

向

ｕ

手

イ

ギ

ィ

ギ

イ

ギ

ィ

刀

口

刀

口

刀

口

刀

口

Ｉ

Ｉ

Ｉ

８

251

２

３

５

５

２

２

Ｓ

Ｓ 41

塑
那
一
邪 25

4

~5 昭和53年

昭和49年

昭和49年

縄文時代中期 42

縄文時代早・中期 集落跡 416

縄文時代晩期、続縄文時代 土塘

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

T上｡シ卜

T上･ヅト

遺物包含地

集落跡

遺物包含地

集落跡

墓塘

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

| 41S257

不詳

縄文時代中期

縄文時代
縄文時代中・晩期

S258

昭和55年S259

釧

一

錘 43昭和51年

昭和51年263 S263

264 T264

265 S265

266 S266

267 S267

268 S268

”一Ｗ｜誠

縄文時代中期・続縄文時代

不詳

43

縄文時代早’中期

縄文時代

昭和51年

昭和51年

昭和50年

娼
一
鳴

一
辨
一
釧
一
皿
一
睡
一
認
一
ｍ

縄文時代早期～続細文時代 44

縄文時代早期～続縄文時代 昭和50･51年

昭和50年

昭和60年

昭和55年

14

縄文時代 43

~45
型
型
刎
一
型
塑
恥

一

縄文時代

不詳

不詳

縄文時代

遺物包含地不詳

遺跡一覧表(3)
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名 時

不詳

縄文時代中期

不詳

不詳

不詳

縄文時代中期

縄文時代早・中・後期

縄文時代晩期、続縄文時代

縄文時代中，後期

不詳

不詳

不詳

不詳

不詳

不詳

縄文時代後期

縄文時代中期

縄文時代

続縄文時代

不詳

不詳

不詳

縄文時代

擦文時代

縄文時代

縄文時代中期

縄文時代後期、続縄文時代

縄文時代中～晩期

縄文時代

縄文時代早期

縄文時代中期

擦文時代

不詳

縄文時代

縄文時代中期

縄文時代早期

不詳

縄文時代中期

縄文時代

縄文時代

縄文時代

不詳

不詳

縄文時代

縄文時代後，晩期

縄文時代中期

縄文時代中期

縄文時代晩期

縄文時代晩期～続縄文時代

縄文時代早～晩期

縄文時代早期

縄文時代中期

縄文時代後期

縄文時代後・晩期

縄文時代早・中期

縄文時代早～晩期

続縄文時代

跡遺

乃

祁

刀

沼

刃

別

刷

馳

開

別

鮖

別

師

肥

的

帥

帥

舵

師

兜

的

帥

仇

腿

側

仙

船

舶

Ｗ

肥

Ｍ

Ⅳ

肥

田

刈

羽

釦

犯

弱

茄

師

銘

釣

師

刷

陀

肥

的

皿

Ⅱ

馴

弱

弱

研

銘

銘

ね

、

／

】

ｎ

．

〃

ご

ｎ

ノ

ム

、

／

』

の

／

］

ｎ

〃

白

ｎ

．

ム

ｎ

〃

臼

ｎ

ダ

ム

ｎ

／

］

、

〃

臼

、

ノ

ム

（

叩

／

】

、

グ

白

ハ

ノ

］

、

〃

含

ｎ

／

〕

ｎ

〃

】

ｎ

ノ

身

ハ

ノ

】

ｎ

ノ

ョ

ハ

く

Ｕ

、

く

り

、

「

Ｊ

ハ

ペ

リ

ハ

く

・

Ｕ

ｎ

く

り

八

ミ

リ

、

ぐ

Ｊ

ｎ

ペ

リ

○

『

Ｊ

向

く

ｕ

ｎ

Ｉ

ｖ

ｎ

く

り

、

ベ

Ｊ

旬

も

Ｕ

ｎ

式

ｕ

ｎ

く

Ｊ

、

、

Ｊ

、

ペ

Ｕ

、

く

●

Ｕ

の

べ

Ｊ

旬

も

Ｕ

ハ

ペ

リ

旬

司

Ｊ

ｎ

く

Ｊ

ｊ

月

孟

‐

月

“

△

・

凡

ユ

凸

△

細

凹

凸

ｊ

凡

峰

ユ

ー

４

斗

△

４

■

４

△

・

用

埋

△

‐

釦

４

今

‐

〃

宝

４

４

ａ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｈ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｔ

澤
妬
妬
”
畑
加
獅
姻
”
畑
郷
瓶
細
淑
蠅
棚
測
狐
独
獅
“
｜
卿
知
畑
池
畑
池
一
獅
瓶
”
畑
池
諏
那
畑
珈
郷
知
惣
纈
獅
淑
湿
獅
知
抑
池
畑
“
畑
皿
掴
緬
緬
獅
噸
蠅
“

期 種別

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡？

遺物包含地
Tこ｡ツト

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

査調 文献

昭和54年

昭和53年

昭和53年

昭和53年

46

46

昭和54.58年

昭和49年

昭和49年

昭和49年

昭和49年

昭和51年

昭和53年

昭和55年

昭和50年

昭和50年

~

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

Tこ｡ツト

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

T上。ツト

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

墓塘

遺物包含地

昭和56年

昭和56年

昭和55年 47

昭和60年 48

昭和52年

昭和50年

昭和56年

昭和55年

昭和52年

昭和54年

昭和57年

昭和58年

49

岬
一
一
Ｗ

＝1塾
遺跡一覧表(4)
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｢蕃引 査 ｜ 文 献 ’

憶羅唖
期遺跡名 時 調

| 4791T479 1縄文時代

広島町の遺跡

種別 種

遺物包含地昭和42年
集落跡
集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

積石墓？

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地昭和59年

遺物包含地

時

縄文時代中期

不詳

縄文時代

不詳

縄文時代前・中期

縄文時代前・中期

縄文時代前・中期

縄文時代前・中期

縄文時代前．晩期

不詳

縄文時代前・中期

縄文時代前・中期

縄文時代早・中・後期

不詳

縄文時代中期

期

１

１

２

里

里

里

里

の

の

の

の

南
西
北
北

３

４

５

６

7北の里3

8北の里4
9北の里5

10北の里6

11 北の里7

12北の里8-制
13 1共栄

14 1中の沢C
集落跡 昭和47年
遺物包含地
遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地昭和49年

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

15 中の沢B

16 中の沢D

'7 中の沢E

Rq
UU

不詳

~~縄文時代
不詳

縄文時代早･中~晩期
縄文蒔代前･中期
|縄文時代前・中期

54

縄文時代前・中期

遺物包含地’

地

地

地

地

唯

推

錐

識

報

鋤

州

稚

ヤン

年
年

２

５

５

４

和
和
昭
昭

RR
JJ縄文時代後・晩期

縄文時代中期

縄文時代早・中・後期

縄文時代中・晩期

縄文時代後・晩期

縄文時代後期

縄文時代中・後期

縄文時代後・晩期

縄文時代中・後期

縄文時代中・晩期

56

遺物包含地昭和45年

墓塘 昭和52年

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地
Tピット 昭和57年

56

兵員
UU

２

３

斗
木
皿
宋

辻
〈
辻
〈

鞭

州

２

４

５

６

里

舞
些
蜂
唖

９

０

１

２

４

５

５

５

恵庭市の遺跡

期 ’

871ルルマツプ川12 1縄文時代中期 ｜遺物包含地
901ルルマップ川15 1縄文時代早･中~晩期 ｜遺物包含地

遺跡一覧表(5)
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文献

財）北海道埋蔵
文化財センター

｢大麻l遺跡・西野幌1遺跡・西野幌3遺跡・東野幌1遺跡19801

江別市教育委員会’ 1980 1 「大麻I 」２
’
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
－
皿
一
旦
喝
一
旦
坦
略
一
Ⅳ
｜
喝
四
一
鋤

財）北海道埋蔵

文化財センター
｢大麻l遺跡」1981

｢大麻第Ⅲ遺跡」

｢大麻3遺跡」

｢大麻3遺跡」

｢江別市大麻第v遺跡発掘報告」

｢元江別3 大麻6」

｢大麻6 旧豊平河畔」

｢江別市高砂第一次調査概要」

｢江別市高砂遺跡第二次調査概要」

｢高砂遺跡」

｢高砂遺跡」

｢高砂遺跡」

｢元江別遺跡群」

｢江別市文化財調査報告書XⅦ」

｢江別市対雁坊主山遺跡の発掘略報1 ． 2 ． 3」ウタリ3－8 ． 9 ． 10

｢江別市対雁坊主山遺跡発掘調査略報4｣AINUMOSHIR15 ． 6
｢大麻15遺跡」

｢大麻21遺跡」

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

唖
醍
一
醗
一
皿
一
唾
一
醗
一
醒
恥
唾
一
唖
一
画
一
蜘
一
恥
一
唖
一
蜘
一
啄
一
函

財）北海道埋蔵

文化財センター

1981
｢吉井の沢の遺跡」21

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

｢小島の沢遺跡」

｢元江別遺跡群概報」

｢ |日豊平河畔七丁目沢7」

｢|日豊平河畔」

｢旧豊平河畔V」

恥
一
蜘
一
恥
一
畷
一
睡

塑
一
郵
一
塑
一
塑
妬

財）北海道埋蔵

文化財センター
｢西野幌3遺跡」27 1986

江別市教育委員会

江別市教育委員会

石附喜三男

｢西野幌遺跡」

｢東野幌4 ．元江別3」

｢東野幌4」

鍋
一
羽
一
釦

恥
一
蜘
一
函

財）北海首埋蔵
文化センター

｢西野幌1l遺跡」
へ1

．人 1987

江別市教育委員会

江別市教育委員会

江別市教育委員会

札幌市教育委員会

札幌市教育委員会

札幌市教育委員会

羽賀賢二

札幌市教育委員会

直弄孝二
札幌市教育委員会

札幌市教育委員会

札幌市教育委員会

札幌市教育委員会

札幌市教育委員会

札幌市教育委員会

札幌市教育委員会
札幌市教育委員会

札幌市教育委員会

札幌市教育委員会

田川賢三

広島町教育委員会

広島町教育委員会

広島町教育委員会

北海道教育委員会

高橋正勝

高橋和樹ほか

｢江別太遺跡」

｢江別の文化財」

｢萩ケ岡遺跡」

｢札幌市文化財調査報告書I 」

｢札幌市文化財調査報告書X」

｢札幌市文化財調査報告書XXⅥ」

｢道央部における縄文時代早期平底土器群の様相について｣北海道考古学'2輯

｢札幌市文化財調査報告書Ⅸ」

｢KONOPPORO」

｢札幌市文化財調査報告書XI」

｢札幌市文化財調査報告書xⅨ」

r札幌市文化財調査報告書XV」

｢札幌市文化財調査報告書xⅣ」

｢札幌市文化財調査報告書XXXI」

｢札幌市文化財調査報告書XXI」

｢札幌市文化財調査報告書XXⅢ」

｢札幌市文化財調査報告書XXⅨ」

｢札幌市文化財調査報告書xⅧ」

｢札幌市文化財調査報告書XXⅧ」

｢中の沢遺跡」ひろしま3

｢共栄遺跡」

｢北海道広島町中の沢240～11遺跡発掘調査報告書」

｢富ケ岡遺跡」

｢北海道縦貫自動車道(北広島～札|幌南)埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書」

｢北広島団地第1遺跡」

｢西の里2遺跡」

岬
一
岬
一
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一
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一
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一
唖
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一
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一
睡
一
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一
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Ⅳ西野幌11遺跡

W西野幌11遺跡

1 ．遺跡の概要

西野幌'1遺跡は、江別市西野幌の下学田地区に所在する。早苗別川に注ぐ小支流、桜沢沿い

の右岸、標高12～18m程の野幌丘陵上に営まれたもので、昭和52年10月に江別市教育委員会が

実施した遺跡分布調査によって発見、登載された（｢' 1村1978） 。分布調査では、土器片、ポイ

ント、 ブレークなどが採集され、包蔵地範囲は3万㎡に及ぶと推定されている。

一帯の丘陵地は、アスパラなどの野菜畑や、樹木の苗畑として耕作されており、周縁部分は

山林のままに残された所が多く、一部に針葉樹の植林がみられた。下の沢地は、水田として整

備され、桜沢貯水池に湛えられた用水によって灌概されている。

昭和57年5月、道立野幌総合運動公園造成に伴い、掘開による遺跡範囲確認調査が、北海道

教育委員会によって実施され、用地内の包蔵地範囲が決定、工事による破壊が見込まれる場合

には、基本的に、事前の発掘調査が必要であると判断された。

昭和58年、運動公園用地の外周部をめく＄る、工事用の付替道路の造成のため、西野I幌11遺跡

および西野幌13遺跡の一部が発掘調査されることになり、調査が(財)北海道埋蔵文化財センタ

ーに委託された。西野幌l1遺跡の発掘は、翌59年にも、ポンプ・場や東駐車場建設用地にかかる

58年度調査区の隣接地を対象に、継続された。本章の報告は、 この両年度にわたる調査結果を

記録したものである。 また、昭和60年度には、道々野幌運動公園線の造成に伴って、 58．59年

度調査区の南隣地が発掘調査されたが、 この結果については、既に報告済である （北埋文1986)。

さて、昭和58年度の調査区は、付替道路にかかる帆の狭い範囲1,718㎡が対象で、図Ⅳ 1

に示すように小沢によって3地区に隔てられており、北からA地区、 B地区、 C地区と仮称し

た。 C地区のうち、 58年度調査区の西隣り一帯4,405㎡が、昭和59年度の調査対象地である。

58．59両年度に検出された遺構は、土壌11基、Tピット5基で、特にC地区の北東部に集中

する傾向が認められた。T上。シ卜は、 60年度調査区にも1基見出されており、 59年度調査区で

は、近代の馬や豚の埋葬例もみられた（図Ⅳ-16） 。土器・石器などの遺物は、縄文時代前期

から続縄文時代に至るまでのもので、特に縄文中期後半から後期中葉までの資料が多かった。

層堆積は、図Ⅳ－2～5に掲げた断面実測図に示すとおりで、以下に層名を列記する。主要

な遺物包合層はⅡa層、 とりわけⅡa－l層で、Ⅲa層もしくはⅣa層が、遺構確認面となっ

ている。

I aIF''I 表土。木の根、笹の根などが密生した黒色腐植土。

I b脾 耕作士。黒色のやわらかな土。

I dj輔 赤褐色焼土主体1脚。二次的な流れ込みによる堆積。

Ⅱa－1層真黒色士。やややわらかい。

Ⅱa－2層真黒色士｡乾くと白茶褐色がちを呈し､小さな塊となってポロポロ崩れやすい。
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Ⅳ西野幌11遺跡

砿
／
卜
、

）

20－

○
ず

Loc.A
－
１

24-"可

際
I

…

－29
戸

E己ヨ －3

－31

32

l l
へ

一J

蕊'’
－34

－35

ll
－36

－37

詔

調

和

釧

華

一
~~~

fL_‐ T氏、ﾍxn44－
’

０

１
９

’

－20

’

19

’

18
１
７１ 16

１
４１

’

13
１
２１

’
11 10 9 8

１
７

Ｉ
Ｆ
Ｏ

１
I
穴

b
~
４

１
５

｜ ’

23
’

22
’

21 0 50 、

図IV-1 遺構イウ置図

26



1
8
2
0
0
m

a ~
~

~
~
~

ー

~
＝
三
≦
~シ
4

Ib
lb

lll
a､､

Ⅱ
a-
2、
一 二

_一
一
-一
--
-

Ⅳ
a

一
-
-
-
-
-
.
-
-
-
-
－
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
_
‐

／
－
－
~
一

Na
側
溝
を
埋
め
る
砂
利
混
り
α

ll
ia
/

IV
a

黒
褐
色
土

1
8
2
0
0
m

｜
~

’
一

一
一

－
~
~

-
-
-
-
-
-
一
一
一
一
一
;差
一
言
F号
－
－
－

I
b
一

~

一
一
一
丁
亘
二

~~~
~~~
~

IT
P･
2

－
一
一
一
二
二
二
二
二
三
二
一
一
4
1
旦
二
上

‐
一
一
一
一
一
一
一

~
~

一
~

W
百
~
一
一

~
~

一
一

1
8
．
2
0
0
m

こ
こ
二
二
二
二
－
-
-
-
-
-
-
一
一

~
“

~
~

一

一
一
~

一

一
~

－
－
－
－
－
一
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二

II
a型

Ⅳ
a

4
』
二
一
一

三
三
二
二
＝
ニ
ー
ー
ー
ー
ー

Ⅳ
ざ

公
b

1
8
2
0
0
m

－
2
m
一

一

｜

’

２

｜ ル

ー 恥 一 ／

｜

~
~

~

，
，
づ
こ
鵠
一

二
二

I
｜ ｜ ’

君 囲 壌 誌 匡 師 事

N
a

r 1画
1

3
m

2
L
O
C
･
C

〔
[
二
コ

い 『
図
I
V
-
2
土
居
断
面
図
(
1
)



い “
乏 圖 環 言 巨 師 雪

d
1
了
3
0
0
m

２
ａ ａ ａ

Ⅱ Ⅲ Ⅳ
三

1
了
3
0
0
m
~

ａ ａ

Ⅲ Ⅳ

(黒
褐
色
土
粒
が
不
整
に
点
在
）

1
ヌ
4
0
0
m

~一

Ⅲ
a、

I
b

I
~

~

一

~
~

Ⅳ
a

一

Ⅲ
a二
三

Ⅳ
a

1
7
4
0
0
m

叱 二 眺

Ⅲ
a ＝
三
互
二
＝

黒
褐
色
土
と
黄
褐
色
粘
士
が
不
整
に
混
合

l
b
-
1
1
E

Ⅲ
a
雨
＝
－
－
＝
二
一
一
≦
-.
当
－
－
3三
二
F
T
‐
-

」

が
'

1
’
一
一
一
一
一
一

~
一
=
－
争
一

1
7
0
0
O
m
C

l
黒
褐
色
土

（
黄
褐
色
粘
土
を
不
整
に
混
合
）

2
暗
褐
色
土

（
黄
褐
色
粘
土
を
不
整
に
混
合
）

3
淡
黄
褐
色
粘
土

－
2
m

－
1

~ﾉ
ｼｰ
ｰ

il
Ia
一

１ 、 筐 Ｉ
L
o
c
B

[
二
コ

C

図
Ⅳ
－
3
土
層
断
面
図
(
2
)



e
1
了
2
0
0
m

削
土
痕

I
b

－
－
EI
_－

暗
褐
色
土

(
黄
褐
色
粘
土

抜
根
痕
を
埋
め
る
黒
色
土

(焼
土
粒
な
ど
不
整
に
点
在
)
Ia

lI
a-
,一
ム

整
に
混
合
）

II
b-
1

!些
争
/B

一

Ⅱ
A

告
iE

姦
瀞
鵜
蝋
色
粘
土
の
混
入
多
い
）

B
Ⅲ
b

II
b-
1

愛
而
葬
靜
熟
白
色
総
土
ﾌ｡
""
恥
…
い
，

|I
Ib
-2

1
了
2
0
0
，
，
’

’
~

一

3
淡
黄
褐
色
粘
土

1
7
2
0
0
m

公
l
赤
褐
色
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
不
整
に
介
在
さ
せ
る
黒
色
士

17
Y3
00
m
d

2
黒
褐
色
土
(
黄
褐
色
粘
土
多
量
に
混
合
）

ｍ
ハ ニ~

~
~

~

牙
/
へ ~、
､，
~
~
’

N
a

-
1

抜
根
痕
を
埋
め
る
黒
色
土

（
黄
褐
色
粘
土
が
乱
雑
に
混
合
）

乏 圖 蛎 誌 巨 臨 雪

／
～
／
~〆

／
ノ

~
口

〆

L
O
C
,
B

1

3
， 1

〔 ご Ｉ

１ １
■

に
二

〔

い ④
図
I
V
-
4
土
層
断
面
図
(
3
)



Ⅳ西野幌11遺跡

黒褐色士。灰黄褐色粘土をやや多量に混在させる、やわらかな再堆積眉。

暗赤褐色土．黒色士に焼土が不整に混合。

黒色士。部分的に少量の焼土を混合。

黒色粘質士。色調は所によりかなり変化する。

暗茶褐色粘質土。黒褐色粘質土の小う・ロックなど点在。

黒色士。部分的に赤褐色焼土ブロックを点在させる。

暗茶禍色土。焼土の混合多く、所によっては赤褐色焼土ブロックに占められる。

褐色粘質士。漸移I､''io

暗灰褐色粘質土｡黒色の腐植土の混合が多い泥炭的なj?'i･白色火山灰砂点在。

灰茶褐色粘質士｡黒褐色の腐植土の混合が多い泥炭的な層。白色火山灰砂点在。

暗褐色粘質砂土。小礫点在。やわらかく不安定な暦。

黄褐色粘土。粘性強く堅くしまっているが、水分を含むとドロドロになる。

黄白色砂質粘土。 ノI､礫の点在やや多い。 （高橋和樹）
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Ⅳ西野幌l1遺跡

2 遺構

l)土曠

P－1

位置 7-40 b

形態平面形は、円形。

底面は中央が径約30cnlにわたり浅くくぼんでいる。

覆土l層と2ルイの間に、土器が一個体、横たわりつぶれた状態で出土した。

この土塘は墓の可能性があり、墓擴を掘った土を埋め戻して遺体を被覆し、その上

部に士器が副葬された、 という印象が強かった。

（三浦正人）

士器（図Ⅳ 6 ： 1）は、 口縁の一部や底部の周縁などに欠損があるが、ほぼ完形の深

鉢形土器に復元された。平底で、肩部にややふくらみがあり、頚部が鋭く屈曲して、やや

大きく口縁部が外反する器形をなし、 口径23.4cm、底径7.4cm，高さ24.1cm，器厚0.7~

0.9cm程。 口縁は全周で6頂のゆるやかな波状を呈し、 口唇部は平坦に、裏面は平滑に調

整されている。色調は黄灰褐色～黄茶褐色で、 口縁部を除く内面には、黒色炭化物の付着

が一面にみられる。胎士には砂が多く含まれ、焼成は堅級である。

文様帯は横位の沈線文によって、大きく口縁部、胴上半部、そして胴下半部と3段に区

画され、それぞれに三角状や銀杏葉形（逆にみると波頭状）の沈線文様が組み込まれてい

る。地文は、やや不規則に施された斜行縄文で、 口唇上にも縄文がみられる。

口縁部の文様帯は、 口唇直下を波状口縁沿いにゆるやかにめぐる2本の沈線文と、突起

下に配された、三角状の文様を向かい合わせた菱形状の沈線文とから構成されているが、

実測図正面では左右の対称が崩され、銀杏葉形の曲線文が加えられている。

胴上半部には、文様帯の上下を区画する2本単位の横位の沈線文と、交互に正立、倒立

が組み合わされた、銀杏葉形の沈線文の繰り返しとがみられる。胴下半部の銀杏葉形の沈

線文は、上下が連結して、横に長くのびた形状を呈している （巻頭展開写真参照） 。三角

状や銀杏葉形の沈線文内部は、磨消される傾向が認められるが、磨消しは徹底してはいな

い。 また、底部近くの器面も磨かれている。

型式的には、Ⅳ群b類土器のうち、船泊上層式に含まれる資料と判断される。

（高橋和樹）

P－2

位置 7-38 d，小谷に落ちる北向き斜面の肩部にある。

形態平面形は、不整円形。深さ0.20m・

底面は平坦だが、中心部に深さ5clllの小さなくぼみをもつ。

遺物はない。 （三浦正人）
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P－3

位置

形態

7-29-c

平面形は円形。

急似斜で掘り込まれており、底面は平坦である。

遺物は、覆土から縄文時代後期の土器片6点が出土している

1 ． 2は胎土に砂粒を含む胴部破片。 (三浦正人）

P－4

位置

形態

4-21-b ･ 5 21-a

平面形は円形。

1VMにほぼ垂直に掘り込まれている。底面は、 ごくゆるやかに皿状を呈している。

遺物はない。深さが他の士塘よりもかなり深いことから、別の性格を有する土擴とも

考えられる。

(三浦正人）

P－5

位置 9-41-b

形態柿11 1形。

塘底はⅢ|凸があり播鉢状を呈している。雌は全局ともゆるく立ち上がる。覆土1 11､!'|は

赤禍色土で焼土もしくは火山灰である。 2II'I'I_|部よI)大きな炭化材の破片が2点出土

している。遺物は覆土!' 'より黒曜石のフレイクが2点川土したのみである。

（佐川俊一）

P－6

ﾉ』ﾛ -

11/_ 直

形態

10-38-d

不整円形。

塘底はローム〃|に掘り込まれ、締まりがある。壁は西仙'|を除きl:ﾘ|暗に立ち上がる。

遺物は覆土から北海道式石冠の破片が出土したのみである。

1は北海道式石冠の破片。側面は敲打により調整がなされている。使用面は平滑であ

る。

（佐藤和雄）

P－7

位置

形態

9-37-a

不整円形。

塘底はほぼ平坦。壁は南東側をのぞき急に立ち上がる。
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Ⅳ西野幌l1遺跡

覆土1 1岬は黒色土で細かいローム粒が混入する。覆土3ル‘|は暗黄褐色土でロームの混入

が多い。 カーボンが覆土1届上部と第31吋に少量混入する。遺物は覆土l伸'iより土器片

が1点出土したのみである。

1は繩文時代｢| '期の土器の'二I縁部破片、地文とi I唇部に無節の縄を施文。 （佐川俊-)

８
－

置

態

Ｐ

位

形

10-37-a

PI形。

P－7の北西約10mのところにあり。確認面では黒色士のプランの内側に厚さ4clllの

焼土（覆土l lf'i)が検出された。遺物はま=ﾉたく出土していない。 （佐川俊-)

P－9

位置

形態

19-39-c

円形。壁は南東をのぞいて急に立ち上がる。

遺物は、すでに確認面より一部検出されていた安山岩の石皿片が11点・たたき石1点

である。接合の結果、 4個体以上の石皿が割り入れられたと考えられる。 l～10はい

ずれも扁平な自然礫を用い、 1面または2面に使用痕がみられる。 11は棒状礫の端部

に使用痕のみられるたたき石である。 （佐川俊一）

P-10

位置 10-39 b

形態円形。

覆土は自然の堆積状態である。塘底はローム1脚に掘り込まれており、締まりがある。

性格・構築時期は不明である。 （佐藤矛Ⅱ雄）

P-11

位置11-38-c

形態不整円形。

塘底は凹凸があり○壁は全周ともゆるく立ち上がる。

遺物は覆土中より土器片、 フレイクチップが出士している。 また塘底からはカーボン

か多く検出されている。

lは11IIし引きの施された口縁部破片○ 2は胴部破片○縄文時代中期のものである。

（佐川俊一）
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Ⅳ西野幌11遺跡

2) Tピット

TP-1

位置 7-41-d

形態狭長な溝形を呈する。長軸はN－Sを向く。

灰白色粘土I?'jまで掘り込まれた底面は、固くしまっている。

横断面はV字形を呈すが、長軸方向では、ほぼ垂直に掘り込まれ、塘底北端は、 より

奥まで掘られている。 （三浦正人）

TP-2

位置 6-41-c

形態長軸はNW-SE方向。調査区外に％～％が存在する。灰白色粘土伽'iまで掘り込まれ、

底面は水分が多いが、 しまっている。

横断面形は、上半部がV字形を呈し、下半部は垂直に掘り込まれ、底面は狭いながら

も平岨である。北西端は、 Tビットとしては、ゆるやかに掘り込まれている。

（三浦正人）

TP-3

位置 7-43 a

形態長軸はNW-SEを向く。

灰|' |色粘土l'iI1までjl1iり込まれている。底部は水分は多いがしまりがある。塘口部は半

分以上、攪乱をうけている。

横断面形は、 TP-2に近似する。長軸方向の北西側に傾むいて掘り込まれており、

北西側のみ、塘口部がオーバーハングする。

（三浦正人）

TP-4

位置 8-41-a ． b

形態溝形。

上部は耕作により肖l1平されている。覆土は自然の崩落もしくは流れ込みである。塘底

はロームlF1を掘り込んで造られており、地形に沿って伽斜している。

（佐藤和雄）

TP-5

位置 15-41-b

形態溝形。

黄禍色のローム上面で確認された。塘底は灰白色粘土に掘り込まれ、固く締まってい

る。壁は短軸ではほぼ垂直に立ち上がるが、長軸では、内傾する。 （佐藤和雄）
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（3） 焼土

C地区の丘陵縁辺部、および13ラインに沿った南北方向の小沢部分には、黒色士（Ⅱa ，

層）直下に、断続的に続く赤褐色士（Ⅱb－l層）の分布がみられた（図Ⅳ-15） 。 これは、

B地区や西野幌13遺跡の沢沿いの傾斜地などにも堆積する土層で、同様の赤褐色士の分布は、

札幌市から江別市に至る野幌丘陵の各地で確認されており、成因や形成年代には不明な点も残

されているが、一般に、沢沿いの低い部分に二次的に移動、集積した焼土層と認定されている。

C地区では、長径20cmから7mまで、大小さまざまな不整形を呈する焼土がみられ、その層

厚は、 15～20cm程度であるが、断面図に示すように、不整に波打って堆積しており、必ずしも

一様ではない。Ⅲ群b類からⅣ群a類にかけてのものと思われる土器の小片や、黒曜石の、焼

けた痕跡のないフレイクなどの包含された例もあるが、焼土層との同時性を積極的に主張でき

るほど、一次的な伴出関係の明瞭な遺存例は、C地区では認められていない。

焼士層の堆積状況を示すため、図Ⅳ－15に13ラインにおける断面実測図を掲載し、以下に各

I曹を説明する。なお、 アラビア数字で表記したl～3層は、傾斜面における倒木現象など、 自

43



心 仁
弓 圃 壊 蔑 匡 肺 雪

⑳

灘
3
7

＄
の

3
8

画

園
焼
土

3
9

8南
。｡

9

ざ

4
0

③
や

、

4
1

､

4
2

ｍ
ｎ ）
ク 』 １ ．
~ ~

（ Ｕ ｌ Ⅱ ・

0

1
8

1
7

1
6

1
1
5

1
4

1
3

1
2

11
1
0

9
8

4
3

7

1
9
,
0
0
m

＋
｜ も
１

十 斗
一 個

1
3
－
⑩
－
a

I
a
-
1

１
肥 ノ

ー

１
ａ

ｌ
ｌ

ｌ
－ ｌ

‐ Ｄ

Ｉ
Ｉ

I
I
b
-
1

II
b_

,
II
a_
1

Ⅱ
b－
1
1
、

啼 里 一 一

一一
一 一 一

一 一 一

琴
舜

~
~
~
~
I
~
~
~
~
~
~
~
~
‘
~

~
1
，
~
~
~
I
I
6
_
2
蝋
~

II
c－
1

二
二
二
二
二
画
ミ
ン
ニ
乏
而
＆
2

T
T
へ
q

』
』
ロ
ー
I

2
1a

~
~

,
隠
悔
1
,
｡

〆

I
II
Ia

l
2

11
1

３

浸
篝

ａ
ａ
Ⅳ

２

Ｉ Ｃ
、 皿

夕

１
ＣＩＩ

２
Ｃ

Ｉ
Ｉ

ｌ ａ

、 ｍ 川

川
a

Ⅲ
b
一
1

－
2

0
3
，

倍
一
一
一

！
l
v
a

図
I
V
-
1
5
焼
土
分
布
と
土
層
断
面
図



Ⅳ西野'幌11遺跡

然の攪乱に起因した局所的な士層と思われる。

I a層 表土｡粘性の乏しい黒色士で､乾くと崩れやすい｡透明ガラス質の結晶を含む。

Ⅱa 1層真黒色士で、主要な遺物包含伽1．

Ⅱb－1層榿赤褐色士。火山ガラスを含み、斜面やくぼみなど低い所にみられる。

Ⅱc l層黒色士。 Ⅱa-11脚との境界は不明瞭である。

Ⅱc－2眉暗褐色土。 Ⅱa－1層より色調が明るく、粘性がある。

Ⅲa層 褐色粘質士。漸移届。

Ⅲb－1層暗褐色粘質士。含水量の多い、植物遺体を含む泥炭化した土層。

Ⅳa層 黄褐色粘土。粒子が細かく、粘性の強い粘土層。

1層 暗茶褐色士。 I a層に似るが、暗茶褐色土ブロックと黒色土ブロックがまだ

らに混入し、 白色火山灰（Ta－a？） も混在させている。

2層 黒色十キ体。木の根による攪乱層らしい。

3層 暗褐色士。榿赤褐色土をブロック状に含む。

（4） 家畜の埋葬

図Ⅳ-16に示すように、馬を埋葬した墓が2基、豚の墓が1基検出された。

16-aに図示した馬墓は、 10-35-C区と10-36-b区にまたがって掘られている。当初は、

2.0×1.4m程の、東北東一西南西に長軸を有する長方形に穴を掘っているが、遺体が入りきら

ず、頭部や後肢部分などを必要に応じて拡張し、やっと納めた様子が窺われる。馬は頭を東方

に、顔を北方に向けて、横臥させられており、全身の骨が欠けるところなく揃っていた。遺骸

は骨化していたが、未だ完全には腐朽しきらず、腐臭を漂わせ、一部には毛や皮などが残って

いた。掘りあげて洗碓した骨を陽光の下で乾燥させた際、骨はヒビ割れ、髄が惨み出てきた。

馬は体高が140cm程度のものであり、 ドサンコと思われる。 「繋部（ツナギ）の短く立ってい

るのは、球節に疲労を与えることを少なくし、蹄（ひづめ）が平らに位置せずに目立って立っ

ているのは、歩きにくい険しい地形の所でも、細かく場所を選んで歩を進めるのに重宝である

（八戸1979, 24頁） とされる特徴も看取できる。

16 bは、 9-36-d区に見出された、豚と馬の埋葬例である。

北西に位置する豚の墓墳は、 65×60cm程度の、ほぼ方形に掘られたものである。全身の骨が

揃っているようで、やはり頭は東方に、顔は北方を向いて横たえられている。関節部の化骨化

は進んでおらず、若獣の遺体と思われる。 これも、そう古い時代のものではない。

南東に並ぶ馬の墓は、 1.75×1.05m程の長方形に掘られたもので、長軸方向は北西一南東。

馬の遺骸はバラバラの状態で埋葬されたようで、椎骨や四肢骨の多くを欠いている。頭は一応

顔を北に向けて安置し､その西隣りには腰の骨を添え、さらに第一から第六までの頸椎を納めて

いる。中央には肋骨が、東部には肢骨がまとめられている。 よそで解体された遺骸が埋められ

たものらしい。 16-aよりも、やや小柄な、やはりドサンコと思われる。

（高橋和樹）
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3．遺物

（1） 土器

昭和58．59年度出土の土器片は約2,600点を数え、その43％程がⅢ群土器、 54％程がⅣ群土

器で、その他にⅡ群、Ⅵ群土器がそれぞれ少量検出されている。各土器群の分布域については、

昭和60年度の調査区におけるデータも含めて説明を加えたい。

Ⅱ群土器（図Ⅳ 17 : 1～6)

Ⅱ群土器の分布は、 10～11-36～39区を中心とするC地区北端部、および対岸のB地区7－

34～36区に認められた。いずれも胎士にやや多量の繊維を含む士器片で、表裏に羽状縄文の施

される例が多く、 口唇部にも縄文が加えられる。 1～3には、 l～2条の縄線文がめぐり、 6

の円筒状を呈する深鉢形土器の口唇部は、外側に張り出している。

Ⅲ群土器（図Ⅳ 17 ： 7～22,図Ⅳ－18 ： 23～48,図Ⅳ－19 ： 49）

Ⅲ群土器の大半は後半期のb類に含まれるもので、 B地区、 C地区に広く分布するが、特に

7-31～35区、 8-11-36-39区、 8～11-41～42区、 18-42区などに集中が認められた。

7～14はⅢ群a類土器で、裏面が丁寧に調整されている。結束第一種のある羽状縄文を地文

とし、 8～10には、撚糸圧痕や縄文の施された貼付文が付加されている。

15はb－1類に含まれる波状口縁片で、 口唇部や貼付文には絡条体による刻みが加えられ、

半徴竹管の内面を引いた平行沈線文もみられる。

16～22は、 b－2類に含めうる資料である。丸みのある口唇部の直下に、 16では半裁竹管に

よる連続刺突文を加えた貼付帯が、 17では2条の縄線文が配されている。 18は表裏に縄文のあ

る小型の士器で、 21の地文は、結束第二種のある原体によるもの。

23～49にはb－3類、北筒式に含まれる土器をまとめた。 口唇上や口縁部肥厚帯に半裁竹管

を押し引いた連続刺突文列をめぐらせ、肥厚帯の直下に円形刺突文を加えた例が多い。地文は、

結束第一種のある羽状縄文や斜行縄文で、綾絡文の重ねられる場合が多く、 口縁部内面にも縄

文の施されるのが通例である。 25．27の波頂部には、細く鋭い工具を上から下へ突き刺した、

小孔が穿たれている。 30の縄文は、附加条によるものらしい。 34には、連続刺突文列がみられ

ない。 35～37は、 口縁部が肥厚しないもの。 39～42は口頚部にも押し引き文が展開される例で、

39には円形刺突文も加えられている。無文小型の44、地文のみの49は、器形や胎土、焼成など

の印象から、 b－3類に含めたものである。

Ⅳ群土器（図Ⅳ－19 ： 50～67､図Ⅳ－20： 68～89,図Ⅳ－21 ： 90～127,図Ⅳ－22 : 128～143)

Ⅳ群土器は前葉のa類から中葉のb類までがあり、 a類はC地区の北部8～12-37～39区お

よび南部7～11 42～44区で特に多く、 b類はB地区の7-31～34区にかけての一帯と、対岸

のC地区北端8～10-36～37区において、分布の集中が認められた。

50～71はa類のうち、初頭の余市式系のグループ°に属するものである。胎士には砂礫が多量

に含まれ、 口唇上や内面にも縄文の施された例が多い。 50は横走がちな縄文のみられる口頚部

の破片で、 51の縄文は複節によるもの。摩耗のため不明瞭だが、 52の地文には羽状に重ねられ
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た部分がみられる。 54はやや小型、薄手の士器で、円形刺突文の一部が残されている。 55は肥

厚帯がめぐる口縁片。 56．57の斜め下方からの刺突文は、縄端によるものらしい。 58～60には

縄線文が、 61～63には貼付帯の横環があり、 61の貼付帯には縄線文が加えられている。 61～67

は、太めの原体による縄文が施されたもの。 68．69は同一個体で、整形がやや粗く、不整に横

走する縄文がみられる。 70は底面にも縄文のある例で、 71では、貼付帯の付加後も、複節の原

体による縄文を重ねて施文している。

72～100は、縄文地に横位や弧状、 あるいは蛇行する沈線文などを展開させるもので、手稲

砂山式、涌元式、入江式などに類例が求められる。胎土には多量の砂が含まれ、触れるとザラ

つきを覚える例が少なくない。 72．73はやや薄手の同一個体で、半裁竹管の内面を利用した弧

状の並行沈線文が、 74では楕円を描く、 2本の並行沈線文がみられる。 75．76の口唇部には、

連続して押圧が加えられている。 77～86はやや太めの沈線による文様があるもので、鱗状に重

なる連弧文や、 2本単位の横位および縦位の沈線文がみられ、 80には連続して押圧の加えられ

た貼付帯が付加されている。 89～91, 92～94はそれぞれ同一個体で、 S字状に蛇行を繰り返し

て垂下する沈線文が配されている。 97～99は、平行沈線を長楕円状に連結させた文様をもち、

100には、磨消しを伴う曲線文がみられる。

101～143は、Ⅳ群b類に属する士器である。 b類には、 ウサクマイC式から船泊上脾式にか

けての段階のものと、手稲式に比定される資料とがある。

101～108は前者で、 101～104は口唇部にも縄文が施され、菱形状、山形状に重ねられた文様

をもち、平行沈線によって区画された頚部には磨消帯があるもの。 105～108には、平行沈線文、

長楕円状や斜位の沈線文が配されている。 109～127は、地文の縄文のみが施文された土器で、

109～111と117と118、そして115. 116･124･126は、それぞれ同一個体と思われる。薄手、小

型なもののうちには、手稲式に含まれる土器も包括されている。

128～143は手稲式に属する資料で、 口唇を含む口縁部の内外が、滑沢に磨かれたものが多い。

128.129および134. 135は、それぞれ同一個体で、 口縁が大きく外反する精製の深鉢形土器。

口頚部文様帯は平行沈線文と、 これを区画して垂下する連続s字状文とによって構成されてい

る。同じ文様は、浅鉢形の136にもみられる。 130は口唇部が丸く厚めで、 2段の長楕円状に描

かれた沈線文がある。 131～133,137は頚部に口縁部無文帯を区画する1本の沈線がめく÷るもの。

138は上半部の多くを欠失する深鉢形土器で、残存する口縁部は平滑に磨かれており、頚部に

加えられた2本単位の縦の沈線文間にも、磨消しが認められる。 143は、小さめの深鉢形土器

で、 口縁部が垂直に近く立ち、底部付近の器面が磨かれている。 これらは、 138にも共通して

みられる特徴である。

Ⅵ群土器（図Ⅳ－22： 144．145）

Ⅵ群土器は、A地区の4～5－20～21区を中心に見出されたもので、数は僅かだが、後北式

の古い段階のものが主体である。 144は小さく外反する口縁片で、 口唇部は細く、密に配され

た並列刻文と横帯縄文とがみられる。 145には、縦走する帯縄文が施されている。

（高橋和樹）
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2）石器

包含lr''iからは、総数1,071点の石器､石核､剥片・石jfi (フレイク ・チップ°） 、礫等が出土し

た。 このうち、石器は139点で、全体の約12%しか得られていない。器種は、石斧が36%と最

も多く、次に石鍼14%、 スクレイパー11%、すり石9%、石錐8%、やり先7%、たたき石と

砥石が各々6％となり、つまみ付ナイフや石皿は1%にも満たない。以下、器種ごとに説明し、

出土地点・規格・石質等を表W-2に掲げる。

石鑑（図Ⅳ－23： 1～18）

19点出土した。大きくは無茎のもの(1～3) と有茎のもの(4～18) に分けられる。無茎

のものは3点しか出土しておらず、三角形を呈し、基底部が若干張り出すもの(1 ． 3) と平

基のもの（2）がある。有茎のものは16点あり、茎の不明瞭なものと明瞭なものに分かれる。

茎の不明瞭なものには、柳葉形をしたもの（4） 、菱形をしたもの（5） 、中央部のやや下に

わずかな挟入が見られるもの（6） 、張り出しがなく直線的なもの（7） 、五角形のもの（18）

がある。明瞭なものは、やや細みで茎部が直線的なもの(11 ･ 12．15) 、逆刺部の張り出しが

弱く、茎部に至るまで緩やかに内湾するもの（9 ． 10． 16． 17) 、逆刺部が強く張り出し、茎

部が直線的になるもの（8 ． 13． 14)がある。 このうち、 15は粘板岩製の石斧片を再加工した

もので、表面には石斧製作時の研磨痕を残している。石質は15以外、全て黒曜石である。

やり先（図Ⅳ－23 : 19～23)

破片を含め10点出土している。 19は茎が不明瞭で、先端部は欠損している。二次加工は裏面

の身部に大きな素材面を残しているが、 これは剥片がコンケーブしているためと思われる。 20

はｲj茎で、身部が全長の％程度しかなく、基部は幅広で、先端が尖る。二次力ll工は表裏面とも

入念に施されている。 21も同様に有茎であるが、身部は全長の％を占める。二次力ll工はあまり

]-寧ではなく、裏面は大きく素材面を残している。 また、基部は装着痕のためか、光沢が非常

に鈍い。 22．23はどちらも破片のため形状は不明であるが、大型のやり先片である。石質は22

が硬質頁岩のほか、全て黒曜石である。

石錐（図Ⅳ－23 ： 24～27）

出土点数は11点である。型式的には、棒状のもの（24．25） と縦長剥片の一端に刺突部を作

出したもの（26．27） に分けられる。二次加工は24．25が全面に、 26．27が刺突部のみに施さ

れている。石質は24．27が黒曜石、 25．26が珪質頁岩である。

つまみ付ナイフ （図Ⅳ－23 ：28～30）

出土点数は図示した3点のみで、全て縦型のものである。 28は湾曲した剥片の周囲に二次加

工を施し、つまみ部と刃部を作出している。 29は先端が尖頭状に作出されたもので、つまみ部

を欠損している。右側縁部は入念に調整され、直線的であるのに対し、左側縁部は若干外湾し

ている。 30も29同様に尖頭状になるものであるが、両側縁とも外湾する。裏面は無力Ⅱ工である。

石質は28が黒曜石、 29．30が硬質頁岩である。
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スクレイパー （図Ⅳ－23： 31～37）

15点出土した。 31は両面力| |工のものである。刃部は入念に調整され、 カーブ、している。 32は

裏面の調整が粗く、刃部は側縁部から先端にかけて作出されている。 33は湾曲した剥片の右側

縁部のみ刃部が作出されている。 34は尖頭状になるもので、二次力l l工は表面の刃部のみ丁寧に

作出されている。 35～37は、剥片の一端に刃角の大きい刃部が作出されている。二次加工は35

・37が刃部のみ、 36は刃部のほか両面に比較的粗い調整が施されている。石質は34が硬質頁岩

で、他は全て黒醗石である。

石核（図Ⅳ－24 ： 38～42）

7点出土したうち、 5点を図示した。いずれも、小型のものである。石質は全例黒曜石。

石斧（図Ⅳ－24．25 ： 43～57）

破片を含めて、 49点出土した。 これらは、擦り切り痕を残しているもの（43） 、剥離調整と

全面研磨が施されているもの（44～55） 、ペッキングによるもの（56） 、石のみと称されてい

るもの（57）に分けられる。 43は右側縁部に表裏からの擦り切り痕と全面にわずかな研磨痕を

残しているが、刃部は作出されていない。未製品である。 47は全面にわたり、研磨による整形

が施され、刃部は直刃となる。 48も47同様の形状で整形されているが、刃部は円刃である。 51

も全面にわたり研磨されているが、断面は肉厚となる。 56は刃部を欠損しているが、 中央部の

横断面は楕円形で、厚さ4.1cm，重量474.49を測り、他と異なるものである。 57は中央部の

横断面が三角形で刃部の幅はlcnl程である。石質は、 43．45･47．50･52が泥岩、 49が砂質泥

岩、 44．46．48．51 ．53～57が片岩である。

たたき石（図IV-26 :58～61)

破片を含めて、 9点出土している。 58は桁円礫の周辺と腹面にたたき痕が残されたものであ

る。 59は棒状礫を素材とし、その両端にたたき痕を残しているが、形状が変化するほど使い込

まれていない。 60は一部欠損しているが、扁平桁円礫を素材としており、腹背面に|Ⅱ|状の使用

痕が見られる。 61は棒状礫の4面にl1l lみを顕著に残している。石質は58が安山岩、他は砂岩で

ある。

すり石（図Ⅳ－26．27 ：62～65）

扁平礫の側縁に使用痕が見られるもの（62） 、北海道式石冠と称されるもの（63．64） 、未

製品（65）がある。 62は自然礫の形状を変えることなく、使用されたものである。 65は素材と

なる礫の周辺をペッキングにより成形したもので、北海道式石冠と|司形態のものであるが、す

り面が使用されていないことにより未製W1とした。石質は62が砂岩、他は安山岩である。

砥石（図Ⅳ27：66．67）

破片が8点出土したのみである。 どちらも砂岩性の砥石で、砥面は一面である。

（森岡健治）
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部

部

部
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２

１
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０
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ソ

３
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３

１

３

３

４
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３

３

３

３

４

４

４

３
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４

ｔ

｜

’
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｜
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｜
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｜
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ｍ

鴫

７

ｕ

喝

遍

７

７

９

７

巧

暉

７

哩

喝

週

長さ(cIn)

8．6

（5.6）

12．1

12．3

(12.0)

（12.6）

12．5

10．3

13．0

（9.9）

12．3

8．0

（6.3）

11．0

12．5

（5.0）

（7.6）

（6.9）

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

Ⅲ

４

３

２

１

４

３

０

９

３

６

７

２

０

０

４

４

８

５

八

０

）

■

■

む

ら

■

勺

ｂ

◆

■

■

■

叩

凸

令

■

■

■

■

く

３

３

４

３

５

５

２

４

５

６

４

０

１

３

４

７

４

５

く

く

１

１

１

１

ｌ

く

く

百

田

Ｊ

１

、

１ 厚さ(cn')

1.9

(1.6)

1．7

1．5

2．8

4．1

1．3

3，1

3．6

3．0

3．3

3．8

5．3

6．4

6．6

(1.5)

（2.7）

（1.9）

重量（9）

（101.6）

（46.1）

95．7

88．5

（268.3）

（474.4）

53．3

197．6

398．6

（325.0）

278．2

427．6

559．0

1082．0

1841．0

（50.9）

90．1

（50.6）

表W-3 石器一覧表(2)

4． 小括

西野幌1l遺跡の昭和58．59年度調査区からは、士塘11基、Tピット5基、焼土や近代の家畜

の埋葬例などが検出された。昭和60年度分も加えると、T上°ヅトは6基となる。

士擴のうち、時期を確定できたものは、 P 1だけである。伴出土器はⅣ群b類のうち船泊

上層式に含まれるもので、器形的には頚部の屈曲がきつく、やや新しい段階に位置づけられる

可能性がある。近隣における、船泊上層式から手稲式にかけての土壌の類例は、江別市吉井の

沢1遺跡P-253, P-257 (北埋文1982) 、高砂遺跡P-187 (園部編1987) 、札幌市T468ig

跡第1号ﾋﾟット （加藤ほか1984） 、 T361遺跡第1号、 2号、 9号ﾋﾟット （田部ほか1987)な

どを挙げることができる。T468遺跡例のように、土器が塘底に見出されたものもあるが、覆

土中や塘口部から検出された例も少なくない。 P－1に伴出した土器が、墓塘の上部に副葬さ

れたものであった可能性は、十分考えられよう。

Tピットは溝状の細長い形状のもので、調査区内では、特別な配列は指摘できない。

焼土については、今のところ成因や形成時期を明言できないが、今後とも検討を進めたい。

近代の家畜の埋葬についても、開拓農家などの民俗学的な側面に迫る資料として、考古学的

な記録を残す価値があろう。馬墓の報告例には、枝幸町ホロナイポ遺跡（佐藤1980) 、松前町

札前遺跡（久保ほか1985) 、七飯町七飯本町1遺跡（石本1986)などがある。

出土した土器は、縄文時代前期から続縄文時代までのもので、特に縄文中期、後期の資料が

多かった。石皿の類は、 P－9以外ではみられない。図Ⅳ－27 ： 68の士製品は、径7.0cm程の

底面が平坦なもので、茎部が欠損したものらしい。江別市萩ケ岡遺跡で呪具とされた、 スタン

プ°状土製品（高橋編1982）の一種と思われる。 （高橋和樹）
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昭和58年度の調査
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P－1

P－1の土器
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断面
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礫・石器出土状況q
P－9確認

礫・石器出土状況②

完掘

▽

鯉

騨
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P－9の礫石器
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…
焼土の土居断面

馬墓(a)

豚墓

馬墓(b)
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V西野幌13遺跡

資料となる。 この竪穴と周辺部にのみ、縄文時代早期の土器の分布がみられることは、興味深

い。全体では、前期を除く縄文土器と、続縄文時代後北式土器が出土しているが、特に竪穴住

居のある平坦面を中心に、縄文時代中期（21％） 、後期（43％） と続縄文後北式（33％）が多

く分布する。 3基の上･ヅトは、土器全体の97％を占めるこの3期のいずれかの時期に営まれた

可能性が高い。剥片・礫（ 449点） を除くと、剥片石器35点、礫石器78点の計113点の石器が

出土している。石器等の分布も、土器の分布と重なっているが、時期的には把えにくい。

いずれにしても、道路帆内の細長い範囲の調査で、遺跡の全貌を掌握することはできなかっ

たが、野幌丘陵や周辺の遺跡との関連でとらえていくと、貴重な資料を提供してくれた遺跡で

あるといえる。 （三浦正人）

調査区内における層堆積は、図V－2～4に示すとおりである。以下に)科名を列記するが、

主要な遺物包含隅はⅡa－’膳で、 Ib層からの遺物の採集も多かった。遺構の存在は、 IⅡa

居ないしはWa層に至ってから、確認されている。

I a層 表土、木の根、笹の根などが密生した暗禍～黒褐色士。

Ib層 耕作土。厚く盛られて整地された所もある。

I c層 暗灰褐色士。 白色火山灰（Ta a？）が流れ込み、暗褐色土に混合。

I dl',･''| 蹄赤褐色士｡暗禍色士にやや多量の焼土が混合｡黒色士も不轄に点在。

I eIIYi 赤褐色焼土プロ ､ソク。少量の黒色土を不整に混合する。

I fⅣ｣， 黒色士ブロック。焼士や黄褐色粘土の小プロ､ソクを不整に点在させる。

Ⅱa－，層真黒色士。溶脱のためか、部分的に色調の淡いところがある。

Ⅱb－1層燈赤褐色焼土主体層。

Ⅱb－2層黒色士。部分的に少量の焼土を混合させる。

Ⅱb－3層赤褐色焼土主体層。

Ⅱc－1層黒褐色粘質士。色調淡<暗褐色がちな所もある。

Ⅱc－2層暗褐色粘質土。黒色がちな部分と黄褐色粘士がちな部分が不整につづく。

Ⅲa屑 褐色粘質土。漸移層。

ⅣajW 黄褐色粘土。やや砂質がち。

（高橋和樹）
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V西野幌13遺跡

V西野幌13遺跡

1 ．遺跡の概要

西野幌13遺跡は、野幌総合運動公園が建設されている、江別市西野幌の野'|]晃丘陵下学田地区

の北辺に所在する。 この遺跡の発見・登載は、昭和56年10月、野幌総合運動公園造成に伴って

北海道教育委員会が実施した、遺跡所在確認調査（表面踏査）による確認が契機となっている。

さらに昭和57年と58年の掘開による範囲確認調査で、 20,800㎡におよぶ遺跡の広がりが確認さ

れた。昭和58年、 この運動公園造成に伴う市道の代替道路建設のため、発掘調査を委託された

財団法人北海道埋蔵文化財センターは､1,070㎡の記録保存調査を行った。昭和61年には、道教

委が､120㎡の工事立会を行っているが、遺構・遺物は確認されていない。本章は、 この昭和58

年度調査に関わる報告である。

遺跡は、北側を桜沢、南東を桜沢に注く,小支流によって区画された、標高約20mの平坦面を

もった台地上に営まれている。調査範囲はこのうち、北側縁辺部と、ゆるく傾斜する東側斜面

（標高15～19m)の、幅約11m，長さ約105m,面積1,070㎡である｡ほぼ一直線であるが、西側

の一部が、湧水によって挾られている。

調査前の状況は、台地全体が採草地になっており、東側斜面はトドマツ林、北斜面は雑木林

であった。桜沢流域は水田として利用され、沢上流（遺跡北西方）は、せき止められ桜沢貯水

池となり農業用水にあてられていた。遺跡中央部から遠望すると、南西には西野幌1l遺跡の広

がる台地、南西には西野幌12遺跡の広がる台地を、ほぼ同一標高に見渡たすことができ、野幌

丘陵下学田面全体をとらえられる。

調査の結果、遺構は、縄文時代早期後半の竪穴住居跡1軒と時期不詳の上°ツト3基を確認し

た。遺物は表採分も含めて、土器1,487点､石器等562点の計2,049点を得た。縄文時代早期の住

居跡は、南側の未調査部分にも所在するものと思われ、小集落を形成していたものと推定され

る。詳しくは後述するが、野幌丘陵下学田面では、現在のところ唯一の調査例であり、貴重な

両

13－

0
1 0 1

図V－l 遺構イウ置図

50m
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V西野幌13遺跡

資料となる。 この竪穴と周辺部にのみ、縄文時代早期の土器の分布がみられることは、興味深

い。全体では、前期を除く縄文土器と、続縄文時代後北式土器が出土しているが、特に竪穴住

居のある平坦面を中心に、縄文時代中期（21％） 、後期（43％） と続縄文後北式（33％）が多

く分布する。 3基のピットは、土器全体の97％を占めるこの3期のいずれかの時期に営まれた

可能性が高い。剥片・礫（ 449点） を除くと、剥片石器35点、礫石器78点の計113点の石器が

出土している。石器等の分布も、土器の分布と重なっているが、時期的には把えにくい。

いずれにしても、道路1幅内の細長い範囲の調査で、遺跡の全貌を掌握することはできなかっ

たが、野幌丘陵や周辺の遺跡との関連でとらえていくと、貴重な資料を提供してくれた遺跡で

あるといえる。 （三浦正人）

調査区内におけるﾙｻ堆積は、図V－2～4に示-すとおりである。以下に層名を列記するが、

主要な遺物包含層はⅡa－1層で、 Ib層からの遺物の採集も多かった。遺構の存在は、 IⅡa

居ないしはⅣa層に至ってから、確認されている。

表土、木の根、笹の根などが密生した暗褐～黒褐色士。

耕作土。厚く盛られて整地された所もある。

暗灰褐色士。 白色火山灰（Ta－a？）が流れ込み、暗褐色士に混合。

暗赤禍色士｡暗褐色士にやや多量の焼土か混合｡黒色土も不整に点在。

赤褐色焼土ブロック。少量の黒色土を不整に混合する。

黒色土ブロック。焼士や黄褐色粘土の小ブロックを不整に点在させる。

頁黒色士。溶脱のためか、部分的に色調の淡いところがある。

燈赤褐色焼土主体層。

黒色土。部分的に少量の焼土を混合させる。

赤褐色焼土主体層。

黒褐色粘質土。色調淡<暗褐色がちな所もある。

暗褐色粘質土。黒色がちな部分と黄褐色粘土がちな部分が不整につづく。

褐色粘質士。漸移屑。

黄褐色粘土。やや砂質がち。

（高橋和樹）
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V西野幌13遺跡

2．遺構

H－1

位置16-14-c ･ d， 16-15-a ･b

規模4.43/4.18×3.28/3.18×0.18m，面積約11.2㎡（有効面積約10.3㎡）

特徴平面形は、長軸を北東に向けた不整な卵形。

Ⅳ届に浅いが明瞭に掘り込まれている。床面は、周囲よりやや固くしまっている。西壁辺に

は、平坦なベンチ状の段を有しており、 ここの壁面のみ、ゆるい傾斜で、住居外へ移行する。

北壁側の卵形ピットは、底面が固くしまっている。壁面はやわらかく、確定しにくかった。

ピット内から検出される土器片と床面の土器が接合することなどから、 この上°ツトは住居に伴

うものである。

炉は、付属上・ツトの西側、住居中央から北寄りの、若干赤変した床面部分が、それであろう。

柱穴は、住居内にPH-1～7の7本、外周にPH-8～19の12本を確認した。 口径や深さ

にばらつきはあるが、 PH-1 ． 7 ． 5の3本とPH-2 ． 3 ． 4の3本、計6本が形態や配

置から主柱穴と考えられる。 PH-6や17･18．19は入口施設と考えることもできよう。柱穴

の計測値は表V－2に示してある。 （三浦正人）

遺物図V－5に示すように、遺物は、住居跡の北東部に偏在する傾向が認められ、空間利

用の一端が窺われる。

土器は、同一個体に属する破片が、床面およびピット内、そして覆土中と分れて検出された

例も少なくないが、確実に床面や上･ツト内から得られた資料から、構築時期を決定できる。

図V-6 : 1～18は、焼成の堅級な、薄手のI群b－2類土器である。器形は、 口縁部が僅

かに外反し、平底の底部がやや外側に張り出す深鉢形で、撚りの異なる2本の原体を回転押捺

させた羽状縄文を地文としている。

l～6は、同一個体と判断されるもので、 口唇部にも縄文が加えられ、底部の縁辺には、約

3cnl間隔で削り取られた刻みがみられる。色調は黄赤褐色から赤茶褐色を呈し、表裏ともに黒

色炭化物の付着した部分が多い。

7～10も同一個体で、 口唇部はほぼ平坦につくられ、 口唇直下および胴半部、胴下部にそれ

ぞれ地文に重ねて付加された、 2本単位の貼付文がみられる。貼付文には、丸棒状工具の側面

による亥llみが連続して加えられている。表裏ともに黒色炭化物が付着し、黒灰褐色がち。

11～14は同一の、やや小型の土器。 口唇部はほぼ平らで、色調は黄赤褐色を呈する。裏面に

は、一面に黒色炭化物が付着している。

15． 16は、横環させた貼付文の上下に、縄端部による刻みを、噛み合うように連続して押圧

した例である。表裏ともに黒灰褐色を呈する。
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V西野幌13遺跡

17．18は同一個体の底部片で、色調は灰黄褐色がち。底部縁辺には今l1り込みがみられる。

19は覆士中に見出されたⅢ群b－1類土器で、 口縁部肥厚帯上には、半裁竹管による2段の

刺突文列が並んでいる。暗赤茶褐色を呈し、内面は滑沢に調整されている。 （高橋和樹）

時期床面や上°ツト内出土の土器から、縄文時代早期後半に営まれたものといえる。

（三浦正人）

P－1

位置 17-13-c

形態平面形は卵形で、長軸方向はN－Sである。

Ⅳ層にほぼ垂直に掘り込まれている。底面は平坦である。

遺物はない。

（三浦正人）

P－2

位置14-14-c

形態平面形は、長卵形を呈す。長軸はSE-NWを向く。

Ⅳ層にほぼ垂直に掘り込まれている。底面は、 きわめてゆるやかな皿状を呈する。

遺物は覆土から土器片と石器が検出された。

遺物 1は縄文早期の底部破片。 2 ． 3は後期の胴部破片。 4は尖頭部をもつ片面加工のス

クレイパー。 メノウを素材にしている。 5は黒曜石のフレイクチッフ。。使用痕はない。

（三浦正人）

P－3

位置 16-14-d、H－1の北西に隣接する。

形態平面形は、卵形。長軸は、W－Eを向いている。

Ⅳ層に皿状に浅く掘り込まれた土壌である。

遺物はない。H－lとは近接しすぎており、関係がないものと判断した。

（三浦正人）
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′ ､
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表V－2 付属ピット ・柱穴一覧表
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3．遺物

(1) 土器

発掘区から得られた土器片は約1,500点で､内訳はI群土器が3％弱、Ⅲ群土器が約21%、Ⅳ

群土器が43％程、そしてⅥ群土器が約33％であった。

I群土器（図V-8 : 1～7)

I群土器はその大部分がI群b－2類土器を伴出した住居跡(H-1)の周辺、すなわち16

~17-14～15区から検出されており、本来的にはH－lに関連した遺物が四散したものと思わ

れる。いずれもやや薄手で、焼成は堅綴、黄灰褐色から黄茶褐色がちな色調を呈する。

1は口唇部に縄文による押圧があるもので、 口唇直下に横位の貼付文が剥落したらしい痕跡

が残されている。2には丸棒状工具の側面を押した刻みのある､やや太めの貼付文がみられる。

3はH－l出土の図V-6 : 7～10と、 4 ． 5は同図15． 16とそれぞれ同一個体と思われる。

6は、撚りの異なる2本の原体による羽状縄文の施された胴部片。

Ⅲ群土器（図V-8 : 8～30)

Ⅲ群土器はその大半がb類に属するもので、調査区の中央16-13～14区一帯に濃密な分布が

認められ、東西の両端、 10-14～15区、 21-14区付近でも多出した。

8は赤茶褐色を呈する、やや小型の口縁の肥厚した土器で、Ⅲ群a類に含まれよう。

9～14は口縁部肥厚帯に加えられた、竹管を利用した刺突列などが特徴的なb－1類土器で、

波状' 1縁を呈するものが多く、裏面は比較的丁寧に調整されている。 口縁突起部は一段と厚く

つくられ、連続刺突文列の刻まれた貼付帯が付加されている。 10の肥厚帯上には、縦位に粘土

瘤を貼付し、左右に2列ずつ、横方向の刺突を加えている。 11には縦に引かれた2本の沈線文

がみられ、 14には円形の刺突文が並んでいる。 15～17はやや後出する可能性のあるもので、 15

は口縁部に肥厚帯がなく、半裁竹管の内面を長めに押し引いた沈線文様を有し、裏面にも縄文

がみられる。 16に加えられた刺突は縄端によるもので、 17のそれは径の小さな竹管状工具によ

るものである。 18には半裁竹管の内面による平行沈線文が引かれている。

竹管や縄によって刻みの加えられた貼付帯がみられる19～21は、 b－2類に含めうる資料と

思われる。 22～24, 26はⅢ群土器の胴部片で、 23はa類に、 26はb－3類に属する可能性が強

い。 25の底部は、 b－1類のものであろう。

27～30は円形刺突文の配されたb－3類士器の口縁片で、 口唇部の丸いものと、断面三角状

の肥厚帯が顕著にみられるものの二者がある。 28は内面にも、小さな平箆状工具によるらしい、

ややぞんざいな押し引き列が加えられている。

Ⅳ群土器（図V-8 : 31～35,図V-9 : 36～45、図V-10 : 46～55)

Ⅳ群士器は前葉のa類に含まれるものが圧倒的に多く、それらは調査区の中央16-14区一帯

に分布が濃く、東端の10～11 14～15区、西端の20～21 12～13区がこれに次ぐ＄という、Ⅲ群

土器の分布にも共通する傾向が認められる。 b類土器は少なく、 20-13区など西方に偏在した。

31～44はa類のうち余市式系のもので、平縁の口縁部には肥厚帯がめぐり 、胴部にも貼付帯
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を横環させるのが通例である。色調は黄灰褐色がちで、堅く焼かれ、胎土には多量の砂礫が含

まれている。 31には円形刺突文の一部が残存している。 36の肥厚帯には、斜格子状に重ねられ

た縄文がみられる。 44は底面にも縄文の施されている例である。

45．46は手稲砂山式に含まれるもの。 45は頚部が倣かにくびれて｜ |縁部がやや大きく外反す

る深鉢形土器で、底部は外側にやや張り出している。 1 1縁には山形の小突起がみられ、その頂

部に楕円状の押圧が加えられている。地文の縄文は、施文後の器面調整のため潰れがちで、縄

文は口縁部内面にもみられる。 46は縄線文の付された貼付帯と、半裁竹管の内面を引いた弧状

の沈線文とがみられるものである。 47～53は入江式までのⅣ群a類にj禺するもので、 47．48は

やや太めの沈線によって文様が描かれたもの。 49．50には細めの沈線による、楕円状や渦巻状

の曲線文様があり、 51 ．52にはクランク状や矩形の直線的な文様がみられる。 53は磨消手法に

よる弧状の文様が展開されたもの。

54はゆるやかにやや大きく外反する口縁部の破片で、 口唇上や内面にも縄文がある。山形状

に重ねられた沈線文をもち、平行沈線文に区画された頚部に無文帯がめくゞるもので、Ⅳ群b類

土器のうちウサクマイC式に類例が求められる。 55は無文小型の、Ⅳ群土器の底部。

Ⅵ群土器（図V-10 : 56～87)

56は、内面に突瘤をつくる円形刺突文が、現存3個並ぶもので、続縄文期初頭の土器。後北

式ではないⅥ群土器の稀少な例である。 17-13区に見出されたもの。

残るⅥ群土器の大部分が後北式に属する資料で、調査区の中央部14～18-13～15区にかけて

の一帯に、分布の集中がみられた。

57～79は、爪形状の刻みを密に加えた、いわゆる擬縄貼付文と、横位主体の爪形状の刺突文

列などによって基本的なモチーフが構成される土器群で、ほぼ後北B式の範曠に含まれるグル

ープ．である。 口縁部が小さく外反し、 口唇部は細めにつくられ、裏面は平滑に調整されている。

57．58は刺突文列と横帯縄文に加えて、 ノI､波状の沈線文や直線状の沈線文がみられるもの。

59は頂部に溝の刻まれた2個一対の小突起がある口縁片で、 口唇部にも刻みが並び、やや太

めの2本の擬縄貼付文と都合5段の刺突文列、そして縦位の短い貼付文の付力llがみられる。

60～62は、斜位の短刻線が並列されたもの。 62～67には縦位や菱形状に配された擬縄貼付文

と、刺突文列に縁取られた横帯縄文がみられ、 68～70の現存部には、貼付文はない。

71～74は平行する数段の擬縄貼付文と、斜位の擬縄貼付文などがみられるもので、貼付文間

はそれぞれ竹管状工具の外側によってなでられており、沈線文的な効果が認められる。

75～79は、体上半部一帯に、細めの擬縄貼付文を菱形状に展開させ、無文の貼付文間に刺突

文列を配するもの。 75には、沈線も添えられている。 79は壺形を呈するもので、最下段の刺突

文列の爪形は、横向きに直線的に繋がれている。 80の擬縄貼付文は、楕円状に重ねられている。

81 ．82は、微隆起線による弧線文のみられる後北C1式士器｡器形などは、 これまでと大きな

差はない。 81の刺突文列は、横位の爪形を破線状に連続させている。

83～85は縦走する帯縄文があるもので、 85の原体は無節。 86．87は、揚底の底部片である。

（高橋和樹）
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（2）石器

包含IF'iからは、総数50()点の石器、剥片・石崎（フレイク ・チ､ソフ．） 、礫等が出土した。 こ

のうち石器は102点で、全体の24%である。器種別では、石鐡(9%) 、やり先(8%) 、 ス

クレイパー（14％） 、石斧（45％） 、たたき石（3％） 、砥石（15％） 、石皿（4％） 、台石

（2％）が出土しており、石錐、つまみ付ナイフ、すり石等は見られない。以下、各器種ごと

に説明し、出土地点．規格・石質等を表V－3に掲げる。

石鍼（図V 11 : 1～7)

9点出土しており 、 7点図示した。全例黒曜石を素材とした有茎雛であるが、茎部が|ﾘ|瞭な

もの(1～4) と不明瞭なもの(5～7)に分けられる。二次力ll工は、 l～6が両面加工で、

7のみ裏面に大きな素材面を残している。

やり先（図V-11 : 8～15)

全例図示した。いずれも石鍼より大型で、茎部が太く、断面が肉厚である。逆刺部の状態か

ら、張り出しの弱いもの（8～12) と強いもの(13～15) に分けられる。石質は、全例黒曜石。

スクレイパー （図V-11 : 16～27)

14点出土したうち、 12点を図示した。縦長で両面加工のもの（16） 、片面加工のもの（17)、

片面の側縁部のみ刃部が作出されているもの（18～24） と、刃角が大きくエンドスクレイパー

と考えられるもの（25～27） とがある。石質は17． 18が硬質頁岩、他は全て黒曜石である。

石斧（図V-12･ 13:28～38)

石斧片を含め46点出土したが、図示できたものは11点である。 これらは、擦り切り痕を残す

もの（28） 、剥離調整と全面研磨が施されているもの（29～36） 、未製品（37．38） に分けら

れる。 28は擦り切り痕と剥離調整痕を残した全面磨製の石斧で、刃部は直刃である。 29も刃部

を一部欠損しているが、直刃で、基部は尖頭状になる。 30～33．35は基部を欠損しているか、

どれも剥離調整後に研麟されたもので、横|断面は31 ･32が若干凸状となり肉厚であるが、他は

届平である。刃部は全て円刃である。 34も剥離調整後に入念な研膳が施されたものだが、刃部

は直刃で、横断面はカマボコ型である。 36は、研磨後に景ll離調整が施されているが、火バネの

痕跡が見られることから再加工のものと考えられる。 37．38は板状の自然礫の周辺を剥離調整

したもので、研磨痕および刃部の作出が見られない。石質は、 28～31 ．33･36～38が泥岩、 32

・34．35が片岩である。

たたき石（図V-13 :39～41)

全例図示した。 39は板状礫を素材とし、両面に敲打痕が見られる。 40は棒状礫の一端に、 41

は両面に凹状の敲打痕を残している。石質は、全て安山岩である。

砥石（図V-13 :42)

1点のみである｡砥面は2カ所に見られるが､砂岩製で欠損面が多いため形状が不明瞭である。

石皿（図V-13 : 43．44)

どちらも破損尚門であるが、 自然礫の一面を使用している。 （森|苗l 健治）
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V西野幌13遺跡

4． 小括

西野幌13遺跡からは、竪穴住居跡1軒とピット3基が検出された。住居跡(H-1)は、 I

群b－2類コッタロ式士器を伴う、縄文時代早期後半のものである。 上・ツトの構築時期や性格

については、不明な点が多い。

コッタロ式土器のグループ°を伴出する竪穴住居跡は、千歳市美沢2遺跡（北海道教育委員会

1987)や苫小牧市静川8遺跡（佐藤ほか1980) 、静川14遺跡（渡辺ほか1984)などにみられる

ように、大規模な集落を形成する傾向がある。野幌丘陵においても、江別市大麻6遺跡の住居

跡群は、調査区内で12軒をかぞえ（直井編1982、直井編1983） 、規模の大きな部類に入れられ

よう。 また、広島町冨ケ丘遺跡における集落跡（遠藤1978） も、近隣における、比較的規模の

大きな例として、挙げられる。

一方、該期の集落跡には、札幌市S256遺跡（上野ほか1975)や江別市大麻15遺跡（園部編

1986）など、数軒単位の竪穴住居跡から成る、規模の小さな例がある。調査区が狭小で、全貌

を掌握できないが、本遺跡の場合も、数軒を上限とする集落跡に含まれるものと推定される。

H lの内外から出土した、 I群b－2類土器は、絡条体圧痕文の施文されたものが殆ど見当

らないなど、時間的な幅のごく限られたグループ･として捉えられよう。西野幌13遺跡は、縄文

早期においては、集落が次代に継承されない、一過的な拠点であったらしい。いずれにせよ、

縄文時代を通じて、集落跡の検出に乏しい野幌丘陵下学田地区においては、特に貴重な資料で

ある。

コッタロ式を伴出する竪穴住居跡は、隅丸長方形や不整楕円形、不整円形といった平面形を

有するものが多く、大きさは2×2m程度のごく小さなものから、長径が10mを超えるものま

で、 さまざまである。床面のほぼ中央に炉跡があり、皿状の上・ツトやベンチ構造、周溝などを

もつものがある。柱穴は、配列が明瞭に把握できる例は少ないようだ。 これらの類例に照らし

てみるならば、本遺跡のH－lは、やや規模が小さく、内部に炉や小ピットを有し、部分的に

ベンチ構造がみられる住居の部類に含まれる。

さて、第3節の土器の項でも触れたように、 この縄文早期の住居跡が存在した16-14～15区

を中心とする一帯は、その後、縄文中期後半のⅢ群b類、後期前葉のⅣ群a類、 さらに続縄文

期後北式のVI群土器の各時代にも、遺物の集中分布が認められており、先史時代の全般にわた

って、人間が活動するのに、好適な立地条件に恵まれた所だったらしい。恐らく、飲用に適し

た、良質で、利用のしやすい湧水が、近くにあったものと思われる。草地造成による地形の改

変のため、現地表面からは湧水の位置を特定できないが、 19～20-13～14区にみられる小谷は、

湧水からの小流が、長期間のうちに、丘陵の縁辺を今i1つた痕跡であろう。

出士遺物は既述のとおり、士器、石器が主体で、土器では、特に縄文後期前葉の土器群や、

後北B式段階の土器がまとまって出土しており、 これまで下学田地区では不足がちだった資料

の補完が可能となった。石器は、ほぼまんべんなく各器種が揃っているが、石錐やつまみ付ナ

イフ、断面三角形の擦石など、縄文早期後半から前期にかけて普通にみられる器種が、見出さ

れていない。 （高橋和樹）
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完掘（中央部)W→E
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蕊

鍵霞

鴬
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許隆遡錘

完掘（東側) E→W 調査風景
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蕊 H－l

調査風景 PH-11

PH－14土層断面
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H－1 床面土器出土状況
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VI I珂野幌14遺跡

Ⅵ西野幌14潰跡

l 遺跡の概要

西野幌14遺跡は野幌運動公園用地内の西縁に位置する。地形は、北と南を浅い谷で区切られ

た、東に緩く傾斜する平坦面の南縁に立地する。本遺跡の南隣には東側に流れる小谷がある。

現在は堰止められ（大沢第一貯水池）農業用水に供されている。

昭和59年度の調査は、ホッケー場の南東角の法面に当たる部分30㎡の調査を行った。調査時

は雑木林になっていたが、以前に耕作の行われた形跡がある。 また、風倒木痕があり士肘は攪

乱されている。そのためI屑（表土・耕作士）の下はⅢ層（漸移I岬） またはⅣ陣'i (ローム） に

なる。遺構は検出されていない。出土遺物は縄文時代中期と後期。続縄文時代の土器片が29点、

石器は石斧が2点と他に剥片・礫などが19点検出された。

~ 47」 ■
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図Ⅵ－1 遺構イゥ晉図
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Ⅵ関野幌14遺跡

昭禾Ⅱ62年度の調査は、駐車場敷地のうち1,214㎡の調査を行った。調査区の東と西の縁辺は

植林が行われ、その間は耕作されていた。 しかし、運動公園の工事進捗にしたがい土置場に使

われていた。 また、至る所で風倒木痕がみられた。本来の遺物包含MであるⅡ1'i''iは煤かな範囲

でのみ現存する。遺構は純文時代晩期の所産と考えられる土塘13基・礫群1基・小ピ､ソ ト3基

が検出された。出土遺物は縄文時代中期から晩期の土器片4,879点、石器は剥片・礫などを含

め1,185点、他に土製品・石製品が3点と焼き粘土などが出土している。土器片のうち約97%

がタンネトウL式土器に属するものである。 （谷島由貴）

調査区内にみられた士肘は、図Ⅵ－2 ． 3に示す各層で、攪乱層が少なくない。AI牌はごく

最近の人為的な攪乱を充填する土層で、 B層は、木の根による攪乱。 1～8層は、いわゆる風

倒木痕に伴う攪乱層を細分したものである。

I b-1層暗褐色士。耕作士を主体とする盛土。粘性のやや強い汚れた士h1o

Ib-2層暗茶褐色士。湿った状態ではやや軟かな、細かく攪枠された旧耕作土。

Ib-3層暗褐色士。 もともと黒色土の薄い部分を黄褐色粘士まで耕起した旧耕作土。

粘性に富み、乾くとかなり堅くしまる。

nal稗 黒褐色士。黄褐色粘土の小ブロックを不整に混合する。やや粘性があり、湿

った状態ではやや軟かい。

Ⅱc－1層褐色粘質土。黒色士粒や黄褐色粘土粒を不整に混在させる、粘性が強く、か

なり堅くしまっている。

Ⅱc－2層暗黄褐色粘質士。黒色土粒などが不整に点在する。乾くと堅くしまる。

Ⅲa層 黄褐色粘質士｡部分的に不整に汚れた漸移層｡粘性に富み、乾くと堅くしまる。

Wal制 基盤の粘土層で粘性に富み、乾くと堅くしまる。寒冷化に伴う擾乱や風倒木

痕などのため、基盤の粘土屑には不整なうねりがみられる。

A－，層 笹根や木材片、ビニール片､黄褐色粘土ブロックなどを混在させる汚れた埋土･

A－2層 粒の細かなベタッと粘性の強い汚れた黒褐色士が主体で、堅くしまっている。

A－3層 暗黄褐色粘士がちの、不整に汚れた攪乱層で、堅くしまっている。

B隣 やや軟かく粘質のある黒褐色士が主体で、黄褐色粘土が若干混入している。

1層 真黒色士。部分的に黄褐色粘土ブロックを点在。粘性があり、堅くしまる。

2層 黒色粘質士。黄褐色粘士粒を若干混在させ、乾くと堅くしまる。

3肺'I 黒褐色粘質士。黄褐色粘土粒の混合やや多い。粘性強<、堅くしまりがち。

4層 褐色粘質士。黄褐色粘土の混在が多い。粘性に富み、堅くしまっている。

5層 黄褐色粘土｡マウンド状の盛りあがりをみせる。白灰色がちに明るい粘土層。

6岬I 暗灰禍色粘質土。全体に溶脱が進んだ感じの層で、やや軟かく、粘性がある。

71Ii'1 灰褐色粘質土。やはり溶脱された感の強い層で、やや堅くしまっている。

8層 淡灰褐色粘士｡シミ状にぼやけた汚れが残る粘土j曾で､やや堅くしまっている‘

（高橋和樹）
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Ⅵ西野幌14遺跡

2 遺構

本遺跡からは、土塘14基、礫群1基、小ピット3基が検出された。 これらは調査区の南半部

に偏在している。

P－1

91-52-b･

平面形は円形。墳底は平坦で、急角度に壁が立ち上がる。

遺物 1の土器は三分割され重なった状態で塘底から検出された。無文で小型の浅鉢である。

一個体の約2／3現存する。 2は覆土から検出された胴部破片。 ともに晩期の土器である。

P－2

94-53-a・

フ・ランは北側約1／3が攪乱のために確認できなかったが、円形と推定される。塘底の断面

形は丸く壁は緩やかに立ち上がる。

遺物壁ぎわと中央部の覆土から士器片が検出された。 ’は斜行縄文、 2は縦走する縄文を施

した胴部破片。 ともに晩期の土器片である。

P－3

93-53-d｡

プランは南北にやや長い不整形。擴底の断面形は丸く壁は緩やかに立ち上がる。

遺物 1は覆土の上部から下部にかけて検出された。 このうち、上部で検出されたものは耕作

時に攪乱され元の状態を保っていない可能性が強い。 口唇から口縁部に刻みがみられ、その下

に4本の横走する平行沈線が施されている。 1個体の約l/4が現存する。 2は口唇部の内と

外、交互に刻みがみられる。 口縁部外側に円形刺突が力Ⅱえられ、その下に沈線が施されている。

3～6は地文に斜行縄文を施した胴部破片。すべて晩期の土器である。

P－4

92-52 b･93 52-a・調査区の中央部に位置しており他の土塘から離れている。

フ・ランは不整円形。塘底の断面形は丸く壁は緩やかに立ち上がる。

遺物 lは覆土から検出された晩期の胴部破片である。

P－5

94-52-d．

プランは楕円形。塘底はほぼ平坦で、緩やかに壁が立ち上がる。調査区内の他の土塘と異な

り規模が大きい。 またこのようにはっきりした楕円形の士塘は他に検出されなかった。覆土2

卜'i中で炭化物を検出した。遺物は検出していない。

P－6

93-53-a。

平面形は東側が木の根による攪乱を受けているが、円形と推定される。塘底の断面形は丸く、

壁は緩やかに立ち上がる。
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遺物 1は覆土から検出された。地文に縦走縄文の施された晩期の胴部破片。

P-7

92-52-d｡ P-9に隣接している。

プランは円形。塘底の断面形は丸く、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物 lは覆土から検出された。 口唇部に突起を有し地文と同じ斜行縄文を口唇に施している。

晩期の鉢型土器である。

P－8

91 52-c・

プランは円形。墳底はほぼ平地で､緩やかに壁が立ち上がる｡南東側に木の根による攪乱がみ

られる。

遺物 lは覆土から検出された黒曜石の焼けたフレイクチッフ°・使用痕はない。

P－9

92-52-d｡ P-7に隣接している。

プランは円形。塘底はほぼ平坦で､緩やかに壁が立ち上がる。

遺物 lは覆土から検出された晩期の口縁部破片。

P-10

94-53-b・

う．ランは円形。塘底の断面形は丸く、壁は緩やかに立ち上がる。

遺物 lは覆土から検出された中期の胴部破片。周囲の包含層に中期の士器片が数点出士して

いることから､覆土に混入したものと推定される｡他に黒曜石のフレイクチッフ°が2点検出され

た。

P-11

95-52-d．

う｡ランは円形。墳底はほぼ平坦で緩やかに壁が立ち上がる。西側の風倒木痕から焼けた礫が

検出されているが、士塘との関係は不明である。

遺物 1は突起部分の破片で表に斜行縄文、裏はほぼ縦走する刻線が加えられている。 2は地

文に斜行縄文を施した胴部破片。小型の土器と考えられる。覆土から検出された晩期の土器片

である。他に黒曜石のフレイクチッフ°が2点検出された。

P-12

95-52-d｡ P-13に切られている。

う．ランは円形。塘底はほぼ平坦で、緩やかに壁が立ち上がる。

遺物は検出していない。
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P-13

95-52-d｡ P-12を切っている。

う・ランは円形。塘底はほぼ平坦で、緩やかに壁が立ち上がる。覆士3肘上部に炭化物が粒状

に検出された。遺物は検出していない。

P-14

94-53-b・

平面形は楕円形になると推定されるが、土塘との認識が遅れ正確な平面形が把握できなかっ

た。塘底に|Ⅱ|凸があり確認面からの深さが他の土塘より浅い。

遺物 lは晩期の土器である。 I 1唇部は内切しその上に地文と|両lじ斜行縄文が施されている。

口縁部は横走する3本の平行沈線が加えられている。底部以外の約1／2現存する。他に黒曜

石のフレイクチップが検出された。

礫群

94-52-c・

土器・石器・礫が直径約70cmの同一平面上に、ほぼ円形のまとまりとして検出された。掘込

みは認められなかった。

Ⅲ群の土器片が1点．Ⅳ群a類の土器片が10点．V群c類の土器片が7点、石槍1点、すり

石1点、石錘1点、黒眠石のフレイクチ､ソプ1点、焼けた礫5点、礫8点が出士した。後期の

ものは晩期のものと同一面か、 または礫の上など晩期のものよりやや高い位置で検出された。

これら、後期前葉の土器片は礫群の構築された時期、 または、その後に周囲の土などと共に移

されたと考えられる。従って晩期にこの遺構は構築されたものと考えられる。Ⅳ群a類（9）

とV群c類、石槍（19）各1点がやや離れて検出された。

遺物 1～5は晩期の土器。 lは| I唇部の突起上に刻みがあり、 口縁部に内側から円形刺突が

加えられている。 2は口唇上に地文と|司じ斜行縄文が施されている。 3は横走する並行沈線が

施されている。 4は胴部破片。 5は底部破片。 6は斜行縄文の施された中期の胴部破片。 7～

16は後期の土器。 7～11はli '1-{lil体と考えられる。乙字状沈線と斜行又は横走する並行沈線が

施されている。 12は横走する平行沈線が施されている。 13～16は胴部破片。 17は石槍の茎部破

片。黒曜石を素材にしている。出土位置は南側にやや離れている。 18は棒状の礫の端部に使用

痕のみられるたたき石。焼けている。 19は石錘。半分に割れた割れ面の一角を、その反対側の

端部は溝状に敲打により窪ませている。 18･ 19は安山岩を素材にしている。

小ピット

95 53-a・

小ピットは3基検出された。調査区の南東角に位置する。周囲に掘込みは認められなかった。

この小上"ヅトは構造物の一部と考えられるが洲査区外になるため全容は不明である。

sp-1の確認面上に焼けた礫が出士した。他に出士遺物はない。

（谷島由貴）
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表VI-1 遺構規模と出土遺物一覧表
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2 遺物

1）土器

昭和59年度の調査で24点、昭和62年度の調査で4,811点の土器が得られ、出土した土器には、

年度による調査地区の違いは特に認められない。土器の時期では縄文時代中期（Ⅲ群） 、後期

（Ⅳ群） 、晩期(V群）のものが出土しており、そのうちの9割以上がV群土器である。V群

土器は調査範囲南側から多く出土し、出土数の少ないⅢ・Ⅳ群もほぼ同様の傾向を示している

（図Ⅵ-15） 。土器の刷位的な違いは認められず、 Ⅱ層中でも、V群土器の中にⅡ1 ．Ⅳ群が混

在する状況であった。なお分布図の数字は土器片の出土数である。

IⅡ群a類（図Ⅵ－12－1 ． 4 ． 5）

図示した3点が本類と考えられるもので、いずれも表面は摩滅している。Ⅲ群b類-1との

違いは明瞭ではないが、貼付の形状や刺突の位置から本類と判断した。 lには、 「 I縁肥厚部に

紐状の貼付、 4 ． 5には貼付と刺突が認められる。

Ⅲ群b類（図Ⅵ－12-2 ． 3 ． 6～12)

a類同様、磨滅したものが多く、比較的特徴の明瞭なものを図示した。 2の口縁肥厚部には

縦の沈線、 3のそれにはへう状工具による押引文がある。 6は、貼付帯上に半裁竹管による沈

線が力Ⅱえられている。 8には羽状縄文、 10には綾絡文に似た円弧状の圧痕がある。文様や胎土

からは6 ． 8 ． 11がⅢ群b類-1 ， 2 ･ 3 ． 7 ･ 9 ． 10がⅢ群b類-3と判断される。 12は本

類に珍しい薄手の底部で、胎士からここに含めた。文様は摩耗している。図版173頁は粘土の

上塗りが行われたと考えられるもので、上塗りされた粘土上にも下地の粘土面にも縄文が認め

られる。

Ⅳ群a類（図Ⅵ－12-13)

沈線文の施された土器である。表面は摩耗していて、縄文の有無はわからない。包含届出士

の本類はこれ1点のみで、胎士や器厚が礫群出土の土器（図Ⅵ 10) に似ている。

Ⅳ群b類（図Ⅵ-12-14)

昭和59年度調査地区で採集された。いくぶん摩耗しているが、無文と思われる。厚手、硬質

な土器である。

V群c類（図Ⅵ-12-15～14 110)

器形や文様要素、施文部位が他と異なるものを1～2点づつ選んで図示した。数量的な内容

はまとめの項で記述する。 これらは、土器外面の主な文様によって便宣的に、 イ）縄線文のあ

るもの、 ロ）沈線文のあるもの、ハ）刺突文のあるもの、 二）無文のもの、ホ）縄文のみのも

の、に分けて配列した。

イ (15～22) :縄線文の施されたもので、原体はいずれも2段の縄である。 15は無文地、 16

は縄線下位のところが無文、あるいは無文帯になっている。 17では縦に、 22ではU字形の太い

貼付帯上と口唇に撚紐圧痕がある。

ロ （23～67） ：沈線文の施されたもので、 23～50が口縁部、 51～67が胴部破片である。描か
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れる沈線には、平行沈線のみのもの（23～38．40．48．50．52～55･61～67) と曲線、あるい

は斜線の認められるもの（39．41～45･49．51 ･56～60) とがあり、 力l lえられる文様には、貼

付（38．61～67）や刺突（39．40．54）などがある。

23は硬質、綴密な胎士で、亀ケ岡系の土器と考えられる。 LI縁内面に明瞭な段がついている。

27にもLi唇の内面側をへう状工具でつぶした段がある。 口唇の刻みはその後に施されている。

~~

篭
~~

I簿口 』
＝.℃》ぬ

錘

~

瀞
下fア!

6
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孤
か、，1 ．． ， ・
・争 : I ， ､1 ‘ q､

鶏
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図VI-12土器(1)
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31には補修孔がある。 32は肥厚部のある土器で、内外面に1本の沈線がめぐっている。 ヒビが

多く不明瞭であるが、無文地に思われる。 33．49．55も無文地のものである。 34～37は無文帯

の認められたものである。 34にはナデによって形成されたへこみがなく、部分的に縄文が失わ

れているだけかもしれない。 38には無文帯様の幅広の沈線がある。その上位には5～7本の沈

線と貼付とがあり、沈線は貼付後に施文されている。 39では文様帯内とその下位に、 40では口

線部直下に刺突文がある。 どちらも竹管様工具をほぼ垂直についた円形の刺突痕である。 39の

口唇には撚紐抑圧、 40の口縁内側にはﾉ､の字状の刻線がある。 43の左側破れ口には貫通孔と思

われる跡がある。 44の口唇刻みは、細いものが撚紐押圧、太いものが棒状工具を軽く回転させ

ながら押圧したものである。 45には斜の刻線様の沈線がある。 口唇部の圧痕は撚紐押圧と思わ

れる。 46～49は突起をもつもので、その形状は、 46が棒状、 47．49が山形、 48はB状突起様の

ものと思われる。 46．47では口唇に、 49では突起頂部内側に刻みがある。 50には2本の沈線が

ある。浅いことから、文様ではな<へラ状工具による掻き跡の可能性もある。下部の破れ口に

沿って貼付剥落跡と思われる部分があり、その上位には縄文が残っている。 51は蛇行沈線（種

市 1983、工藤 1985)のものである。 54では沈線にそった竹管様工具による刺突痕が並んで

いる。 58．59は平行沈線の1部が孤状にとじられたものである。 60～66は貼付のある土器で、

いずれも沈線施文前に貼付けられている｡61の紐状貼付の上には､下方から刺突された半月形の

刺突痕がある。内面には沈線によるかすかな段がある。 62では沈線上位の無文地部分に刺突の

ある瘤状貼付を2個並べている｡63～66は沈線の1冊lに貼付けられるもので､貼付には2個のもの

（63） 、 1個のもの（64） 、刻みの入るもの（65） 、短沈線の引かれるもの（66）などの種類

がある。

ハ（68～70） ：刺突文の施されたもので、 68が'二I縁部、 69．70が胴部である。

68は摩耗していて文様が不鮮明である。 口唇直下に指でなでつけたような軽いくびれがあり、

その下位に刺突痕と思われるくぼみが認められる。 69は棒状の、 70は竹管様の工具で右方向か

ら刺突している。

二 （71～73． 105) :無文のものである。 71は鉢型、 72は壺型、 73は椀状を呈する土器と思

われる。

ホ （74～104） ：内面や口唇部の文様を除いて、地文の縄文のみの認められるものである。

74～97が口縁部、 98～100が胴部、 100～104が底部である。

74～81には口唇、あるいは内面に縄線文がある。縄線の原体は、不明瞭な74．75を除いて、

1段の縄である。 76の口唇には縄文施文後に刻みが、 78の内面には撚紐押圧後に短沈線が加え

られている。 82～84は内面に沈線の施されたものである。 84は王冠状の突起部と思われ、 口唇

には棒状工具を抑圧した部分がある。 75．86．93には焼成後にあけられた貫通孔がある。 91の

口縁は折り返し風の肥厚部となっており、刻みがつけられている。 96は横走ぎみの縄文、 97．

98は羽状縄文のものである。 97の無文帯と縄文部分との境には、器体に屈曲がある。 99． 100

は壺形土器、 または底部近くの破片と思われる。底部では103を除いて、底面にも縄文が認め
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られる。 103にはアバタ状の凸凹が認められるが文様とは思えない。

この他、拓影では表現の困難な土器を実測図、および写真で掲載した（図VI-14-106～110

図版172頁最下列)｡ 106は口唇に縄線文のある他は無文である。内面には指で押したと思

われるへこみがある。 107は小突起の2他|併列されている例、 108は貼付剥落部、 109はA状突

起である。 110のスクリーン部分には赤色顔料が付着している。図版173頁右上は付着物のある

土器で、付着物の表面は軽石のように荒く、ざらついている。砂質に富んだ土壌が付着した

まま、乾燥あるいは焼けたものと思われるが、詳細は不明である。付着物をとった右半の面に

は縄文と無文帯とが確認されている。
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表VI-2 掲載土器一覧表
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V群c類土器のまとめ

ここでは、 V群c類士器の数量的な内容や全体的な傾向をまとめてみる事にする。なお、文

様の比率は数量の多く得られた62年・ I ･UM出士遺物をもとにしているが、その傾向に遺構

出土のものと大きな違いはみられない。本群土器の数量は、出土点数が4,753点、接合作業終

了時点では4,019点であった。後者は接合したもの、 ｜司一個体と思われるものを1点として数

えているが、胴部破片の個体識別は充分に行っていない。部位では1 I縁部233点(6%) 、胴

部3,723点（93％） 、底部63点（1％） である。

器形：遺構出土のものを除き、器形がわかる状態に接合・復原されたものはない。破片から窺

える器種には、大小の鉢と壷とがある。深鉢が最も多いように思われ、 この器種によく見られ

る文様は、平行沈線である。曲率から中～小型の鉢や浅鉢と思われるもの（79～87）には、内

面に施文される例が多い。破片に内傾するところがみられ、壺と思われるもの（57．59．60．

72など） も中～小型のようで、曲線的な、又は釦歯状の沈線文が'二|立つ。

口縁では水平口縁の他、突起をもつ例や波状（大きな山形） を呈するものもある。深鉢や小

型の椀状を呈すると思われるものには突起が少ない。 1 1唇の断面形状には⑦：内傾するもの、

、：外慨するもの、⑤：山形、あるいは平形のものがある。④．、.●の比率は88点（45％）

： 15点（8％） ： 90点（47％）である。

文様：今回出土した土器には、文様の充分に識別されない摩耗片や小片が8割近くある。そ

のため、文様の把握は残り2割（ 826点）のもので行っている。縄線文（22点－3％） 、沈線

文（ 202点-24％） 、刺突文（19点 2％） 、縄文（ 583点-71%)が認められ、縄文のみの

破片が過半数を占める。 n縁部破片では、それぞれ12ﾉI,（ （7％） 、 77点（45％） 、 3点（2％）

78点（46％）である。前3つの文様は、その文様が認められれば、それごとに1点として数え、

縄文は縄文のみのものを1点としている。無文としたものは20点程あるが、摩滅片と識別しが

たいものや部分的である可能性の高いものがあり、不碓実な事から数量的な把握は行わなかっ

た。器形の確かな資料に乏しく、器種による文様の比率は不明確である。縄文と沈線文とが半

々に認められる1 I縁部破片からの傾向としては、浅鉢では縄文が、深鉢では沈線文がより高い

率を示めすものと思われる。

縄線文と沈線文とでは、その点数に差はあるが、 どちらも平行して器体をめぐるものが多い。

ただし、内面に施される例を含めると、縄線文は曲線的、沈線文では直線的モチーフのものが

目立つ。縄線文の原体はRL (12点） ・LR (8点） ・L (2点）の撚紐で、地の縄文と同じ

撚りのものが多い。 口唇部の撚紐押圧にはRと思われるものも認められたが、 キ'11圧される撚紐

の使用頻度は，高いほうからRL LR-L-Rの11頂である。

沈線文では、平行沈線のみのものが159点(79%) ある。 この他には、弧線状や鋸歯状のも

のなどがある。 また、配列を充分に読みとれない小片が19点(10%)ある。平行沈線の本数は、

3～5本のものが多いようであるが、欠損品の多い事から判然としない。沈線の施文方法は（
註l

加藤 1976) 、施文具を下方から斜めにｷlll圧したものとほぼ垂直に#III圧したものとが半々、あ

137



Ⅵ西野幌14遺跡

Ⅲ．Ⅳ

107 106

〃｜

甲~‘……"_’
11~0

50－

O

~1
２
ｌ
Ｑ

O

~1
1

~0
51－

1

~0
O

~1 Ｉ
エ
圭
一

出

出

層

層
Ｉ

Ｉ

Ｉ

へ

）２
’
０

O I

T|
Ｏ
ｌ
１

~１
’
０

52－
３
’
０

1

~0
２
’
０

１
’
１

Ⅳ群土器～●

1

~0
４
’
０

1

~0
O

~1
１

ｌ

Ｏ

ｌ
２
－
ね

筐

吟

６
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
３

1

~0
O 10m

l ， 」
Ⅱ

レョーーヨ●
員門
一曹

２
ｌ
Ｕ

3

~1 1
２
両
、
い

８
’
３
’
５
’
す
９

８
’
３

４
’
０

２
’
－
０ 許寺 ’

５
寺

’’
9091925 94

V群0- ~－吟
1 1

2
50－一

↑
｜
早
枢
一
ｏ

旧
「
銅
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
串

２
’
０

2

~1
3

~1
６
－
℃

藍

一

旧

忍

－

９

曙

」

幕

－

２

｜

Ｏ

狛

一

５

印

一

Ｏ

型

一

法

聖

》
’
’
四
~
淵
糾
将
扣
－
２
；

蝋

３
ｌ
Ｏ
５
ｌ
Ｏ
７
－
１
荊
一
弱
泥
一
個
唖
一
Ｏ
１

．

４

４
｜
犯
１
ｌ
Ｏ
７
ｌ
３
弘
一
佃
私
一
雨
極
一
で
９

５
’
４

７
｜
旧
記
一
Ｏ
師
一
旧
乖
一
卵

罪

叩

・

Ｏ
ｌ
１
－
５
ｌ
Ｏ
－
旧
－
７
一
理
－
６
－
~
掴
一
部
Ⅵ
一
唖
９

５

２５

３

５

３
’
０

８
’
０

４
｜
犯

５
’
４

４
－
０~

５
’
０

1

~0
５
’
０

７
｜
旧

｜
’

２
’
０

７
’
０

7

~
~
1

羽
－
０

記
－
０

７
’
３

旧
元

｜
’

顕
－
０

氾
一
５

“
－
０

11

~35
弘
而

印
一
旧

狸
－
９

幅
一
弱

印
－
０

配
一
釦

沁
有
私
孟

318

~98192
~89

唖
－
０

表採～5

0 10

レョーヨ

料
一
Ｏ
ｘ

型
訓
墾
裡 ~12

1
90

’
91

図Ⅵ－15土器の分布図

138



Ⅵ西野幌14遺跡

るいは後者がいくぶん多くみられる。

刺突文は少なく、 口縁部破片に3点、胴部破片に19点認められる。 このうちの9点は、沈線

にそって施され、 2点は貼付上に施文されている。残りは刺突のみの認められるものである。

施文具には、竹管状工具と棒状工具とがあり、沈線間にそうものは主に前者を、貼付帯上につ

けられるものは後者を使用している。

貼付には沈線間に瘤状に貼付られるものと紐状に器体をめぐるものとがあり、把手状の剥落

片( 108) もある。紐状の例は、壺形と考えられる土器の肥厚帯を除けば、 1例(61)のみで

ある。沈線とともに施される例の多い事から、貼付のみの土器は存在しないか、ごく少ないと

考えられる。把手状の剥落片は、舟型土器の存在を予想させる。

縄文の原体はLR125点(17%) RL303点(42%)､判定不能291点(41%)で、複節や無

節の原体は見出せなかった。原体の回転方向は、横方向がほとんどで、確実に縦回転と判断さ

れたものはなかった。羽状縄文を呈するものは、図示した2点（47．48）がある。縄文が浅く、

異なる原体のものか、同一原体の回転方向を変えたものかは判然としない。

口縁部破片の中で、内面に文様の施されているものは22点（10％）で、その文様には沈線（

17点） と縄線(5点） とがある。突起を除き、 口唇にも文様の認められたものは103点(46%)

ある。撚紐や棒による刻みが61点（59％）縄文のものが42点(41%)である。突起部は32点（

14％） に認められた。突起には、小山状のものやいわゆるA状突起、 B状突起に通ずるものな

どがある。

時期:V群c類土器は苫小牧・千歳市などの遺跡で樽前C降下軽石I帥 （以下、Ta-Cとする）

の上下から出土している。今回得られた資料は、平行沈線文が主体である事（(財)北海道埋蔵
註2

文化財センター 1983) 、沈線間の貼瘤が認められる事（加藤前掲書）からTa-C上位の

遺物に対比される。Ta-C上位の遺物は、ママチ遺跡（北埋文 1983, 1987)の報告でⅢ・
註3 註4

Ⅳ・V群、あるいは3 ． 4類に分類されている。 これにあてはめると、 3類（＝Ⅲ群）の特徴

も認められるが、弧線文と壺と思われる土器の存在などから4類（＝Ⅳ・V群）に近いものと

考えられる。縄線文はTa-C下届の1類(=I群）に特徴的な文様とされるが、地域差が想
註5

定される。上川地方では、報文でみる限り、突起部に指紋状の撚紐押圧の認められる沢田の沢

遺跡（斉藤 1981)や永山4丁目遺跡（斉藤1985)からも、それの認められない幌倉沼遺跡

（佐藤 1966）やメム川遺跡（野村他 1972)からも縄線文の土器が出土している。伴出関係

が確実とはいえないが、地域によってはママチ2類（＝Ⅱ群）以降も縄線文の存在していた可

能性が高い。

最後に、あまり類例を見出せなかったものやママチの3 ． 4類段階に認められないように思
註6

われるものを挙げておきたい。 22はU字形の貼付帯のあるもの、 68は刺突列と地文のみのもの
註7

で、古い様相の窺われる資料である。 47は口縁の内屈した土器で、器形的には江別太遺跡（高

橋他1979)に類例がある。 61は貼付帯に刺突文の加えられたもので、深鉢には珍しい文様と

思われる。焼きや胎土からも他の資料とはやや異質な感を受けるが、他群とするほどの積極的
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な理由はない。 62は沈線間ではなく、その-|位に貼瘤のつけられたもので、貼付の位置は後期

末の瘤付土器（安孫子 1969） に類似する。厚味のある土器で、胎土に軽石粒が目立つなど、

本遺跡のV群c類にはあまりみられない特徴をもっている。 しかし、同じような胎土・厚さの

土器に4，と,1 ,1様の文様をもつもののあった理1fから、 V群c類とした。 このような類例に乏しい

資料や古手と思われる資料はあるものの、今'画'得られたv群c瀬土器は、千歳・苫ﾉ'､牧地方の

,,､a－C上位の遺物に対比される、比較的まとまりのある資料と思われる。 （葛西智義）

註

文献5 ．60ページ､25行1 1

文献19． 301ページ

文献19．樋市によるもの

文献2() ・中田によるもの

この文様については、加藤（文献5－60ページと66ページの編年表）や械市（文献19． 203． 3

01ページ） 、赤石（文献1－74 ．76ページ）などの桁摘があり、 Ta－C下位に多く認められる
特徴と思われる。

文献19 (図128 1の5)や文献9 (第291Xlの36) 、文献6 (第209図の3) などに類例がみら

れる。

ダンネトウ遺跡（野村 1977)出土資料に多くみられる。加藤（文献5) によれば、他の文様要

素からTa C_上位の遺物と対比されているか、 ママチ遺跡やダフ・コフ、遺跡（佐藤他 1984) ､柏

腺24遺跡（佐藤他 1986)など、 Ta C下位の11黒l神からの出土例が多い。
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西野幌14遺跡出土の土器の胎土分析

1 ． はじめに

土器胎土の特徴を明らかにするために、胎土の一次鉱物組成を調べた。一次鉱物組成上の特

徴は、胎士物質の原産地推定や土器の伝播を考える際に、重要な情報を提供すると思われる。

今回、分析した資料は、すべて縄文時代晩期のV群c類土器である。拓本で図示した資料と

同一個体と思われる破片を分析に使用した。 1点しか出土していない拓本23．52は、図・写真

を作成した後、ほぼ半分を分析用に砕いた （写真図版)。

本遺跡のV群c類土器には、在地系とされるもの（拓本26．30．36．51 ．70･96) と亀ケ岡

系とされるもの （拓本23)、 両者の中間的な状態のもの（拓本52.58） などがある。在地系と

考えられる土器は、表面がカサカサして粉っぽい印象を受け、いくぶん硬質なものでは内．外

面に細かなヒビのはいるものが目立つ。色調は茶～黄褐色を呈する。亀ケ岡系と思われるもの

は、焼きしめられたといった表現があてはまり、暗灰～灰褐色の色調を呈する。中間的なもの

には、暗灰色の土器であるが、 23に比べ内面調整の雑なもの （拓本52)、 砂粒の多い胎土で、

文様に亀ケ岡系土器との関連の窺われるもの（拓本58）などがある。表1に外見上の特徴を示

す。

土器の胎土分析にあたっては、東京都埋蔵文化財センターの上條朝宏氏に、実験方法と文献、

及び胎土中の海綿骨針について直接御教示頂いた。深く感謝する次第である。

表1 供試土器の表面観察

闇-茎令
焼成※米米
殿ぴ保存状熊

色

外 而
観 察

圭

衣試料米 ｜文様｜部位｜ 厚さ､、 面
.▲Q■●

細粒砂大のan8ular な重鉱物多,結晶新鮮Q海
綿骨針をまれに含む。断面は多孔質、径0.2mm沈線文 7.5YR4/2 7.5YR4/2口縁 5.0～6．5 艮NO23

土の孔劣、極く弱い曲理あり。
細粒砂大の石英・長石・重鉱物を含む。内．
外･断面に植物圧痕あり。断面に径0.2mm>の
孔。内面に炭化物附着。

良7.5YR6/3縄文 7.5YR7/4胴Nq26 5.0～5．5

粒
ｂ
粗
地
砂大のangularな長石･岩片多。細礫大の
roundedなチャートを含む｡軽石をまれに

沈線文

縄文
良5YR5/6胴 2.5Y4/46.0～7．5Nq30

極く弱い片理あり。含む｡断面に径0.1m±の

2.5YR6/6
と7.5YR8/4
との斑状

中粒砂大のangularな石英・長石多。外面に
植物圧痕あり。断面に径0.2mm>の孔。

沈線文

縄文
良lOYR7/4胴NO36 6.0～8．0

良沈線文 7.5YR7/4胴 7.5～10．0 7,5YR5/3Nq51

細一中粒砂､特にsub-angularな石英･チャー
ト多･粗粒砂大の凝灰岩(？)の岩片を含む。沈線文

縄文
良N1.5/07.5YR5/16.5～7．0躯NQ52

断
中粒砂大の長石･火山ガラス（？）を多く含む。
細礫大の石英･凝灰岩(？)他を含む｡断面に径
0.2mm士の乳劣。

外面：良

内部：やや良
沈線文 lOYR3/3l0YR3/3胴 5.5～6．0Nq58

オ

刺突文

縄文 淵撒鳥説糺･内面に植物圧痕あり。良7.5YR6/47.5YR7/4胴Nq70 5.5～8．0

細粒砂大の石英･重鉱物多。細礫大の凝灰岩
(？)岩片を含む｡ 断面には､径0.5mm>の孔。
弱い片琿あり。

縄文 7.5YR7/4 7.5YR6/4 艮NQ鮎 ilE 5．0～6．0

細一中粒砂大のangularな石英･長石多。細礫
大のsub･angularな珪質岩を含む。内･外･断面
に植物圧痕あり。断面は多孔宿。

良

(やや良に近い）

口縁

突起部
沈線文 7.5YR6/47.5YR7/4P－ll 9．0～11，0

※拓本図NQに同じ． 米※水洗・風乾後の色調。標準土色帳による。 米米米上條(1983)による。 米米米米 Powers (1953)による。
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2．試料の処理

試料の処理方法は上條(1983)に準じた。処理の手順は次の通りである。

土器片の採取一写真・拓本等による記録→肉眼や実体顕微鏡による土器表面の観察→乾燥－

109を鉄製乳鉢にて紛砕→1NのHCl中で超音波洗浄→クエン酸法による脱鉄処理→乾燥→

筋分け→極細粒砂分（粒径l/8-1/16 !''111)についてカナダバルサムを封入剤としてう．レパ

ラート作成→偏光顕微鏡下でカバーグラス全域を検鏡一雲母類を除いた検鏡数に対する各鉱物

・生物起源粒の粒数％を算出。雲母類については、その粒数が全鉱物粒数の1％＞のとき 「ま

れ」 と表現した。各う’レパラー|､において、風化粒・粘土粒・雲母類を除いた総検鏡粒数は、

700 1,100である。

火山ガラスについては、形態分類を行い、各型の量比を粒数％で表わした。形態は、主に、

粒子全体の形状、気泡の形状と大きさによ=ﾉて以下のように分類した。

B型：漿果状。軽石様。

F型：扁平で、気泡が繊維状に細長く平行に伸びているもの。

L－C型：気泡が破砕し、泡壁がridgeをなして直線～曲線状に走るもの。

M型：気泡と泡壁がつくる模様が網| |状にみえるもの。

N型：扁平～塊状で、針状の気泡・条線があるもの。微小の針状結晶を含むことが多い。

P型：薄い平板状。

UT:未分類。

3．結果

胎土の一次鉱物組成を図1に示す。

No. 23は、重鉱物が多く約50%に達する。重鉱物量は、角閃石＞不透|ﾘ|鉱物（鉄鉱物)>斜方

輝石＞単斜輝石。単斜輝石比（単斜輝石量／全輝石量） 0.27．角閃石はほとんど緑色種から成

る。植物珪酸体と海綿骨針をまれに含む。

No. 26は、主に斜長石から成り、比較的多くの火山ガラスを含んでいる。重鉱物量は、斜方輝

石＞角閃石＞単斜輝石＝不透明鉱物。単斜輝石比0.25．角閃石は、緑色種と褐色種とがほぼ等

量である。火山ガラスは主にL－C型から成る。雲母類と植物珪酸体をまれに含む。

No. 30は、主に斜長石と火山ガラスから成る。重鉱物量は、斜方輝石＝角閃石＝不透明鉱物＞

単斜輝石。単斜輝石比0.13．角閃石はほとんど緑色種から成る。火山ガラスは主にL－C型か

ら成る。雲母類・植物珪酸体・珪藻をまれに含む。石英をまれに含む。

No. 36は、主に斜長石から成り、比較的多くの火山ガラスを含んでいる。重鉱物量は少なく、

角閃石＞斜方輝石＝不透明鉱物。角閃石は緑色種が多い。火山ガラスは主にB型から成る。少

量の植物珪酸体を含む。炭化植物片と石英をまれに含む。

No. 51は、主に斜長石と火山ガラスから成る。重鉱物量は、角閃石＞斜方輝石＞単斜輝石＞不

透明鉱物。単斜輝石比0.23．角閃石はほとんど緑色種から成る。火山ガラスは主にL－C型か
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ら成る。雲母類・植物珪酸体・炭化植物片をまれに含む。

No. 52は、主に斜長石から成る。重鉱物量は少なく、角閃石＞斜方輝石＝不透明鉱物＞単斜輝

石。単斜輝石比0.27．角閃石は緑色種のみである。火山ガラスは、 L－C型様のUTが多く、

次いでL－C型が多い。植物珪酸体・海綿骨針・石英をまれに含む。

No. 58は、 主に火山ガラスから成る。重鉱物量は非常に少なく、角閃石＞斜方輝石＝不透明鉱

物。角閃石は緑色種のみである。火山ガラスは新鮮で、主にL－C型から成る。雲母類と植物

琲酸体をまれに含む。

No70は、 主に火山ガラスと斜長石から成る。重鉱物量は、角閃石＝斜方輝石＞単斜輝石＞不

透明鉱物。単斜輝石比0.18．角閃石はほとんど緑色種から成る。火山ガラスは主にL－C型か

ら成る。雲母類・植物珪酸体・炭化植物片をまれに含む。

No. 96は、 主に斜長石から成る。重鉱物量は、角閃石＞斜方輝石＞不透'11鉱物。角閃石は緑色

種のみである。火山ガラスは、 L－C型様のUTが多く、次いでL－C型が多い。少量の植物

珪酸体を含む。雲母類・海綿骨針・石英をまれに含む。

P 11は、主に斜長石から成る。重鉱物量は、角閃石＝斜方輝石＞単斜輝石＝不透明鉱物。

単斜輝石比0.24．角閃石は、緑色種と褐色種とがほぼ等量である。火山ガラスは比較的多く、

主にL－C型から成る。少量の杣物珠酸体を含む。雲母類と珪藻をまれに含む。

4． まとめ

極細粒砂分の鉱物組成上の特徴から、供試土器を以下のように分類した。

A:重鉱物が多い試料(No. 23)。

B:角閃石の緑色種と褐色種との比がほぼ等しい試料(No. 26．P-11)。

C: L-C型の火山ガラスが多く、単斜輝石比がﾉl､さく、角閃石は緑色種がほとんどの試料

(No. 30．51 ．70)。

D:火山ガラスの形態が、主にB型から成る試料(No. 36)｡

E:火山ガラスのうち、 L－C型様のUTガラスが多い試料(NO52．96)。

F:新鮮な火山ガラスが非常に多く、結晶鉱物、特に重鉱物が少ない試料(No. 58)。

以上の各類内では、土器表面の岩相も類似し、同一の胎士といえるであろう｡No. 23は亀ケ岡

系とされるもので、外見的にも鉱物組成からも、他の試料とは著しく異なる。在地系や中間的

と考えられるものでは、同じ系内でも鉱物組成は必ずしも一致しない。鉱物組成と文様・部位

との相関は認められない。 （花岡正光・葛西智義）

引用文献

上條朝宏（1983） ：胎土分析I .加藤晋平・小林達雄・藤本強編「縄文文化の研究5｣, 270pp･,雄

山閣出版: pp. 47-67.

小山正忠・竹原秀雄(1976) :新版標準土色帳(5版) . 日本色研事業．

Powers,M.C､1953) :Anewroundnessscaleforsedimentaryparticles@ﾉo2"-.Se"77zg〃αXy

PF"ology, 23, pp. 117-119.
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2）石器

石器等は58年度調査区から21点、 62年度調査区から1,190点得られた。礫とフレイクを除い

た石器（ 273点）のうち、石鍼の比率が44%( 123点）と他の同時期とみられる遺跡に比べ出土

数が多い。そのなかに石鰄の未製品8点を含む。石鐇3点、柿刃1点、石槍またはナイフ10点、

石錐3点、 ラウンド､スクレイパー4点、 スクレイパー57点、石のみ1点、石斧14点、石斧の未

製品1点、たたき石8点、すり石3点、砥石7点、石錘1点、石核・原石7点、使用痕・力l l工

痕のある剥片32点、士製品2点、石製品1点である。 このように礫石器の比率は15%と少ない。

全石器中フレイクが47％（ 555点） 、礫が30％（ 362点） をしめる。

石鍼（図V1-16． 17 : 1～119)

石鍼は123点出土した。 これらは、無茎のものと有茎のものに分けられる。そのうち、無茎

のものは、三角形を呈するもの、木葉形または菱形を呈するものに細分される。

石材は19．35･36．55．59が頁岩製で、他は黒l曜石製である。

(1～17)は三角形を呈するもの。 1 ･ 10． 13は横剥ぎ剥片を素材にしている。 5 ． 11は平

基で、他は凹基である。 9 ． 10． 16． 17はIMI基の両端を突起状に作り出している。

（18～36）は木葉形または菱形を呈するもの。 21･23･24･27･30･32は横剥ぎ剥片を素材

にしている。 28～29は円基、 30～33は尖基である。 20．25は背面の稜線を残し主に腹面の力|｣工

をおこなっている。 34は両側縁に挾りがみられる。 26．30は熱を受けていると考えられる。

（37～105)は有茎のもの。 37～76は長さに比し幅の広いもの。 37～60は茎部の挾りが小さ

い。 77～110は尖頭部が狭長なもの。 37．74･76は再加工によるものと考えられる。 69．71 ･

95． 104は横剥ぎ剥片を素材にしている。 72の尖頭部は背面の稜線を残し主に腹面の加工をお

こなっている．

(106～110)は石鍼の破片である。

(111～118)は石鍼の未製品と考えられる。 115. 116は尖頭部が加工途中のもの。 117． 11

8は尖頭部の加工途中に側縁部が破損したと考えられる。

石鋸・植刃・石槍またはナイフ （図Ⅵ－18 : 119～128)

121は頁岩、他は黒曜石を素材にしている。

(119～121)は石鐇である。 119. 120は有茎のもの。 121は無茎で薄く両面に入念な加工が

みられる。

（ 122）は植刃と考えられる。両面に入念な力l l工がみられ、側辺に細かい階段状の業||離痕が

みられる。

(123～128)は石槍またはナイフ。 123は無茎のもの。 124～127は有茎のもの。 125は熱を

受けているが、一方の破損した逆刺しの割れ口には艶が残っている。 126は一方の逆刺しが破

損したのち再生した痕がみられる。 124. 127は尖頭部が破損している。 128は破損した石槍の

茎部と考えられる。

石錐（図Ⅵ－18 ： 129～131)
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129． 130は剥片の一端に錐部を作り出している。黒曜石を素材にしている。 131は全面に二

次力| |工が施され棒状を呈している。 メノウを素材にしている。

スクレイパー類(IXIVI-18～20: 132～180)

171は硬質頁岩、 179は壬質頁岩、他は黒曜石を素材にしている。

(132～135)はラウンドスクレイパー。

136～167は縦長剥片を用いたもの。 168～180は横長剥片を用いたもの。 136～152. 168～17

6は掻器で、そのうち136～143. 169～171は下端に144～152は側縁に刃部が作り出されている。

168は三角形の各辺に刃部が作り出されている。 149は棒状原石を素材にしている。 147～15

2. 168.169の刃部は内湾する。 153～160は尖頭部をもつもの。 161～167． 173． 180は肖ll器であ

る。そのうち177． 179． 180は両面に加工がみられる。

石斧類（図Ⅵ－21 ．22 : 181～196)

181は緑色片岩、 182． 186． 188． 191 ． 194． 196は緑色泥岩、 183． 185は泥岩、 184. 193は

頁培、 187は蛇紋是I、 192． 195は片岩を素材にしている。

( 181)は石のみと称されるﾉl､型石斧。側辺と刃部に磨きが施されている。

（183～191)は石斧。大半は打ち欠いて形を整えた後、磨きを施し刃部を作り出している。

187は全面に磨きが施されている｡188は側面にペッキングによる整形がみられ､磨きが施されて

いる｡191.192の現存部分は磨きが施されている。 (196)は石斧の未製品と考えられる。

たたき石（図VI-23: 197～200)

197は側面に膳きが施されており、両端部に使用痕がみられる。石斧を再利用したと考えら

れる。蛇紋岩を素材にしている。 198はくぼみ石で側面にも使用痕がみられる。 199は棒状礫

の端部に使用痕がみられる。 200はやや扁平な円礫の一端を使用している。

すり石（図VI-23: 201)

凧平な礫の一端をす=)ている。

砥石（図Ⅵ－23 ：24 202～204）

202は両面を使用している。 203．204は欠損品。砥面は弓状に湾曲している。

石核（図Ⅵ－24 ： 205～207）

一部に原石面が残り、黒曜石の小型角礫を用いたと考えられる。

U ・ Rフレイク （灰lⅥ－24：208）

原石面の残る縦長糸ll片の一辺に使用痕がみられる。

土製品（図Ⅵ－24：209～212）

209～211は土製間hというより粘土紐などを焼いたものと考えられる。 209は玉状にしている。

212は土製の垂飾。貫通部には擦れた痕がみられない。

石製品（図Ⅵ－24 : 213)

石製の垂飾。内湾部に擦り痕がみられる。貫通部は楕円形を呈し左Iz部が擦れ薄くなってい

る。 カンラン岩を素材にしている。
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0.27 (0.3) Obs.

0.25 0.4 0bs.

0.28 0.5 0bs.

0.40 0.8 0bs.

0.50 0.8 0bs.

0.30 (0.6) Obs.

0.48 1.0 0bs.

0,42 (0.7) Obs.
0,32 0．6 0bs,

0.30 0.6 0bs.

0.35 (0.6) Obs,

0.35 0.5 0bs.

0．35 （0.6) Obs.
0.32 0.6 0bs.

0.30 0,5 0bs.

0･21 0.6 0bs.

0.25 0.7 0bs.

0.37 1.4 0bs.

0.27 (0.5) Obs.

0.21 (0.5) Obs.

0,23 (0.5) Obs.

0.21 (0.7) Obs.

0.32 (0.4) Obs.
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表VI－3 掲載石器一覧表
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駈

只

ｓ

ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

陸

鵬

比

睡

睡

喫

睡

比

比

比

比

脆
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ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

石

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ａ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

図番号グリット 名称

lll91 52-c 石蝋未製品

11294-52 c 石蜥未製品

11393-52-c 石蝋未製品

11494-53-b 石鮒繊品

11594-52-c職未製品

ll693 53-b石臘未製品

ll791 53-b石騰繊品

ll893-53-d職未製品

ll993-52-a石話先

12093 53-a石話先

12191-53-d石話先

12292-51-c植 刃

12395-52-d石 槍

12493-53-b石 槍

l2593 52-c石 槍

12691-53-b石 槍

12793-53-a石 槍

l2894 52-d石 槍

12991-52-c石 錐

13093-53-c石 錐

l3193-52-d石 錐

13290-53-c ラウンド･S

13394-50-c ラゥンド，S

13492 52-a ラウンド'S

13593-53-b ラウンド' S

13694-52-d スクレィパー

13791-53-b スクレィパー

13893-53-d スクレィパー

13994-50-． スクレィノ｛－

14093－53－c スクレィパー

14194-52-b スクレイバー

l4292-53-b スクレィパー

l4392 52-c スクレィパー

l4492 52－c スクレイパー

145表 採スルイバー

l4692-53-b スクレィノヤー

l4792－52－c スクレイパー

l4892 52－a スクレイパー

14994-52-c スクレイパー

15093 53-d スクレィパー

15194-53-b スクレィノf－

15295-51-a スクレィパー

15393 53-b スクレィノf－

l5493－53－a スクレイパー

15593-52-c スルィノ<一

15693 53-c スクレィパー

15793-52-a スクレイパー

l5893－52－c スクレィパー

15994-53-b スクレィノf－

l6095－52－a スクレイバー

16193 53-b スクレィノI－

l6292－52－c スクレィパー

16393-52-d スクレィパー

16493 53-a スクレィ'《－

16594 52-a スクレイノ｛一

ず〃ノノノノ

舌舌舌ドドドドィーィィィィ
＃；；ノ、ｙノ、ノ、レレしししし

クク７クククウウウウ

石石石植石石石石石石石石石スススススス７｜７’７’７－

長さtml幅(m)厚さ伽)重さ(9)

1．90 1．12 0．31 0．6

2.10 1.14 0.30 0.6

2．19 1．12 0．29 0．6

2．37 1．15 0．36 0．6

2，04 1．14 0．22 0．4

1．98 1．14 0．30 0．6

2．39 1．04 0．20 0．4

2.43 1.08 0.30 0.5

3,42 1.37 0．51 1 ．7

(3.53) 1.54 0.43 (1.8)

5.29 1.78 0.37 3.1

4．19 1．15 0．44 2．2

5．19 5．18 0.83 7.0

(4.04) 2.07 0.83 (5.6)

3．61 1．92 0．75 4．1

5．81 3．25 0．72 8．1

(3,75) 3.36 0.62 (5,8)

(2.24) (1,17) (0.41) (1.1)

3．61 3．38 0．79 7．6

(4.45） 3．76 0．75 （9.0）

5，42 1．45 0，97 7．8

2．09 2．35 0．79 4．6

１１１１１

７月〉６５へりく６１５（ｌｌｂバリハ２１

図番号グリット 名称長さtm)幅(1厚さbn直さ(9) 石質

16693-52-d スクレィパー 3.30 2.76 0.73 7.6 0bs.

16793-53-b スクレイパー 5.11 3.32 0,73 14．2 0bs.

16891-52-c スルイパー 4｡27 4.15 1 .27 20.2 0bs.

16992 52 c スクレィパー 6.10 3.40 0.86 18.9 0bs.

17094-53-a スルイノ<- 3.61 5.18 1.10 20.4 0bs.

171 93-53-a スクレイパー 6．21 3．52 0．80 20.l Sh.

17294 50 c スクレイパー 3.69 4．80 1.02 14.8 0bs.

17393-53-a スクレイパー 3.82 3.03 0.59 6.9 0bs.

17493-53 c スクレィノ<－ 4．26 3．35 0．62 8.8 0bs.

17594-53-b スクレイパー 5．22 4．70 0.53 6.9 0bs.

17695-52-d スクレイパー 3．42 3.52 0.53 7.3 0bs.

17794-52-d スクレイパー 3.70 2．89 0.64 8.6 0bs.

17895-52-a スクレイパー 4．48 4.02 0.79 16.1 0bs.

17995-52-a スクレイノ(－ 4．07 3.62 1.64 22.6 Aga-Sh

l8094 52－a スルイノ1－ 3．16 3.29 0.54 7.5 1Obs.

18193 52-a石のみ 8.10 1.52 0.86 15.3 Gr-Sch.

18294-52-c石 斧 9.22 2.98 1.28 51.3 Gr-Mud

18391-53-d石 斧(6.06) 3.25 (0.66) (21 .7)Mud.

18493 53 b石 斧(6.51) 4.02 0.89 (33.1) Sh.

185 106 47 石 斧(6.83) 3.80 0.88 (40.8)Mud.

18694-53-a石 斧 7.79 4.39 1.14 75.5 Gr-Mud

187表 採石 斧 9.73 5.87 1.48132.0 Ser.

18895-52 d石 斧(5.43) 5.31 (1.91) (88.6)Gr.Mud

18995-51 a石 斧(8.71) (5.44) 2.33(172.5)Gr.Mud

19095 51 a石 斧(1,26) 5.85 2.68(260.2)Gr.Mud

191 92-52-a石 斧(3.50) 2．85 1.34 (19.7)Gr-Mud

19293-52-a石 斧(3.98) 3.46 1.29 (21 . 1) Sch.

19394 53-b石 斧(4.32) 2.56 0.61 (8.2) Sh.

19491-52-c石 斧(4.97) (3.80) (1.77) (37.0)Gr-Mud

195 106-47 石 斧(10.02) 4.84 2.50(180.5)Sch.

19693-52-d石斧織品 9.51 4.23 2.56158.6 Gr-Mud

19791-52-bたたき石 8.80 6.96 1.88193.3 Ser.

19893-54-d <ぼみ石99.30 52.25 40.45293.0 An(1 .

19995-49-aたたき石(6.71) (4.41) (3.38) (115.7)Tu.

2帥91-53-bたたき石 9.11 7.40 5.30481.6 And.

20195 53 aすり石 7.43 7.34 5.89360.6 And.

20290-53-c砥 石 8.80 5.40 2.42102.6 Sa.

20392 52 c砥 石 9.65 5.58 3.56 172.0 Sa.

20492-52-d砥 石 12.90 7.44 4.21 423.6 Sa.

20593 53-d石 核 2.31 4.43 2.29 23.8 0bs.

2"94-50-c石 核 2.40 2.91 1.55 8.6 0bs.

20795-53-a石 核 3.74 3.22 1.48 17．7 0bs.

20892 51 c ['R'7レイク 4," 1.34 0.65 4．6 0bs.

20993-52-d土製品 1.41 1.34 1 .44 1.8

21095-53-a土製IW1 (4.55) 1.85 1.35 (10.0)

21193 53-d土製品(5.16) 1.58 1 .12 (7.7)

21294-52-d土製品 4．42 1．69 1 ．36 9．4

213表 採石製品 3.82 2.05 0.73 7.6 Per.
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表Ⅵ－4 掲載石器一覧表
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今回の調査で得られた石器資料は前述のとおり石鍼の多いのが目立つ。その分布は遺構の位

置とほぼ重なり、調査区の南半部に多く出土する。 フレイクチ､ソフ°を除いた他の石器もほぼ同

じような分布傾向を示す。特に石嫉については遺構の集まる南半部の東側・中央部・西側の3

カ所に多く出土する。黒曜石のフレイクチッフ・の出士分布は南東角に最も多く、南側の中央部

と中央からやや北側よりの地区で多く出土する。 これらは後の耕作による影響もあろうが、 ま

とまって検出されたものではない。他に、石槍・石錐・砥石などは52と53の中間線より南側で

のみ検出された。

石雛は有茎のものが69点と約半数をしめる。図Ⅵ-26は長さに比べ幅の狭いものほど上に位

置し、重さに比べ厚さの薄いものほど右側に位置する。 したがって三角形の石鍼は他の石嫉の

右下に並ぶ。図Ⅵ－17 （76）の石嫉は茎が長く、 また側辺に使用痕のみられることから石錐と

しても使用したと考えられる。

植刃とした図Ⅵ－18 (122)は縄文時代晩期に伴うものと考えられる｡木または骨などの軸に

嵌入もしくは挿入されたものであろう。 これは、細石刃と同様な用いられ方と考えられる。 ま

た、北九州地方の縄文時代晩期に伴う遺物として石鋸（多くは黒曜石を素材とし、長さ1～4

cm両面から丹念な剥離が施され、長軸の一側辺に鋸歯状もしくは歯列をもたないサイド・ブレ

イド (Composite-tooI) があり、極めて類似性の高いものである。北海道においても函館市

の目名沢遺跡で植刃が出土しているとの事であるが、実見の機会を得ていない。 また、長沼町

幌内タンネトウ遺跡（野村1977)に於て細長い石鍼としたものにサイド・ブレイドの機能を

持つ可能性が指摘されている。

スクレイパー類のなかで図Ⅵ－19（ 153） ． (157)～(160)は厚みのある剥片の一側辺を折り

割ったように細長く造られ下端部は刺突器状の機能を持つと考えられる。

図Ⅵ－21 （187）の石斧は表採資料として扱ったが､本遺跡調査前の現状は運動公園用地内の

他地区の土を盛り土してあり、他の地点から運ばれた可能性が考えられる。

礫群から検出された石錘図Ⅵ-11(19)は大型のものである。富良野市無頭川遺跡の報告

（杉浦1988） による錨石のC型に相当する。

（谷島由貴）
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4．小括

昭和62年度の発掘調査区は事前調査で確認された、西野幌14遺跡の範囲の東端にあたる。台

地縁辺部の沢に面しており、 この沢は現在、農業用水の貯水池になっているが、古くから水量

の豊かな沢であったと考えられる。

調査区内の遺構は95-53の3基の小ピット付近を中心として南半部の東側．中央部．西側に

3重の弧状を呈するように検出されている。

これらは遺構内の出土遺物、及び周囲の出土遺物（土器片の大半は縄文時代晩期のもの）な

どから縄文時代晩期に構築されたものと考えられる。

形態は平面形がほぼ円形のものが10基と多い。他に不整円形のもの(P-3、 P-4) 、楕

円形のもの(P 5、 P-14)がある。規模は直径（長径）が41～55cm程のものが9基で大半

を占める。それより小さい直径（長径）が40cm以下のもの(P-4， P－8、 P-14)の3基、

直径（長径）が60cm台のもの(P-11)が1基、長径が1m程の楕円形のもの(P-5)が1

基である。断面形は塘底の丸いものと平坦なものが半々である。確認面（Ⅲ層の上面）からの

深さは約5～14cmと浅くⅢ層（漸移層）からⅣ層（ローム層） を僅か掘り込む程度である。構

築時の推定される掘込みも、 さほど深くなかった（30～50cm程度） と考えられる。

士塘内出土遺物は、 P－1 ．P－3 ．P-14で土器が一括出土した。 P－1の土器は小型の

浅鉢で塘底から検出された。 P－3 ．P-14の土器は口径が約26.5cnl，横走沈線の施された

もので出土状況も覆土からと類似する。 これらの一括土器は復元されたが2／3が現存するも

の、 またはそれ以下である。他の士墳では土器片が1点から数点であり、石器が土壌内に検出

されたものは無い。黒曜石のフレイクチツフ°が4基の土壌(P-8， P-10、 P-11， P-14)

と礫群に出土したのみである。

包含肘で出土した土器のうち大半を占めるV群c類のうち、多く出土した分布範囲は、遺構

の検出位置とその周囲に重なる。 また、石器も同様な傾向を示す。 これらの士器はママチ遺跡

でTa-c上位から出土したV群c類のものに対比される。土器は中～小型の壺・鉢．深鉢型

が出土している。石器はママチ遺跡I黒層出士の器種別割合と比較して石嫉．スクレイパーの

比率が逆転するだけで大型の礫石器が少ないなど、同様な傾向を示すと考えられる。

このように、本遺跡では、小さな土壌や礫群がみられる程度で土器も比較的小さなものが多

く、石器も狩猟に関する器種が大半を占めるなど、 キャンプ･サイトとしての性格が強いものと

思われる。

（谷島由員）
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調査前E→W

調査風景N→S
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P－1土層断面

P－1の土器

P－l P－1の土器

▼

P－2 P－2の土器
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P－3

P－3確認 P－3の土器

P－4 P－4の土器
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P－8の石片

P 8
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P－9P 7

P－9土層断面P－7土層断面

､一 . , . ､ ■1

P－7の土器 P－9の土器
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P－10の土器

P-10
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P-11 P-11の土器

P-12 P-13
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P-14確認

P-14の土器
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鈴篇：

土器(1)
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土器(2)
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2．付着物のあるV群土器。付着物は土

器外面全体に認められたが、右側は削り

おとしている（136ページ参照)。

1 ．施文後に粘土の重ね塗りが行わ

れたと思われるⅢ群土器(131ページ

参照)。
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Ⅷ下学田遺跡

Ⅶ下学田遺跡

1 ．遺跡の概要

野幌丘陵の東側は、下学田から、広島町北の里付近にかけて、多くの小沢が入り込むが、標

高20～30mの間には平坦部が連続してある。下学田遺跡は、桜沢に注ぐ小沢に面した標高27~

30mの平坦部に位置する。

遺跡は、かつて耕作地として利用されていたが、現在では雑草地となっている。遺跡北側の

低地は、ハンノキ、ヤチダモなどの雑木林、東側は植林によるマツ林がある。

層序は、全面に耕作による攪乱がみられ、一部の漸移層を除いて、 ローム層まで攪乱されて

いる。 またローム層を掘り込んで暗渠がつくられている。地表面から約1.2mの深さで南北に

のびており、径約10cnlの土管が埋設されている。

調査の結果、遺物が総計で22点出土したが時期を判別できるものはない。遺構は検出されな

かった。

周辺の遺跡は、南へ約350mに縄文時代晩期後葉のタンネトウL式土器を出土する西野幌14

遺跡がある○南東700mには、縄文時代中期の北筒式士器、 これに伴うと考えられる石器．続

縄文時代の土塘を主体とした西野幌12遺跡がある。

（佐藤和雄）

調査区内の土層について、図Ⅶ－1に中央部北壁における断面実測図を掲げ、堆積のみられ

た各層を以下に説明する。

Ib-1層表土。草の根が密生する耕作土の上部。

Ib-2層耕作土。黄褐色粘土粒を混在させる黒色士。

Ⅱc－2層暗茶褐色粘質士。径3mm程のスコリアを多く含む。

Ⅳa層 黄褐色粘土。堅くしまっているが、水分を含むとドロドロにぬかる。

A層 暗渠排水のため掘られた溝を埋める土層。排水管を埋設したのちに、掘りあ

げた黄褐色粘士や暗茶褐色粘質土などを埋め戻している。

（高橋和樹）
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Ⅷ下学田遺跡

2．遺物

今回の調査によって出土した土器片・石器類の総計は22点である。

土器は3点出土。いずれも小破片で、摩耗しているため、文様の観察に耐えないものである。

したがって時期の判別は不~h1能である。

石器類19点出土。 このうち製品は石鍼・石斧の2点のみで、残りは全て黒曜石の剥片である。

石鍼（図Ⅶ 2 : 1 )

黒曜石製で、基部を欠損している。

石斧（図Ⅵ1-2 : 2)

泥岩製。側縁部の打欠きによる調整の後、全面研磨されている。

(佐藤和雄）

懲蝿
． 1

へ

堂

ｍＣ５

１

０

１

図Ⅶ－2 出土遺物

3． 小括

今回の調査では遺跡の一部を発掘したにすぎず、 また包含j曽は全面に耕作による攪乱がみら

れた。遺物は総計で22点出士したのみで、遺構は検出されない。遺物から縄文時代にj,醐寸-る遺

跡であるという以外は本遺跡の性格・時期を知る資料は得られなかった。

今回調査した場所は沢に面した先端部分の一部であることから、南側へ続く平坦部か遺跡の

主体である可能性が高い。

（佐藤和雄）
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調査風景
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加藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二: 1982 ｢S458遺跡S320遺跡S456遺跡』札幌市文化財調査報告書XXⅢ

北海道開拓記念館： 1981 『野幌丘陵とその周辺の自然と歴史』 北海道開拓記念館研究報告第6号

北川芳男・中村斎ほか： 1974 「野幌丘陵周辺の第四紀に関する諸問題」北海道開拓記念館研究年報第3号

北川芳男・矢野牧夫ほか： 1975 「野幌丘陵の地質と古生物」北海道開拓記念館調査報告書第9号

桐谷賢一： 1976 『西野幌遺跡江別市第47， 48， 49号遺跡』江別市文化財調査報告書V

久保泰・石本省三・松谷太・斎藤久： 1985． 『札前』松前町教育委員会

後藤寿一： 1935 「石狩国江別町の竪穴住居趾について」 『考古学雑誌』25－2

斎藤傑ほか： 1981 『東神楽町沢田の沢遺跡発掘報告』東神楽町教育委員会

斎藤傑・氏江敏文： 1974 『松前町大津遺跡発掘報告書』松前町教育委員会

西連寺健・田村俊之： 1979 『ウサクマイ遺跡群とその周辺における考古学的調査』千歳市埋蔵文化財調査報告書Ⅳ

佐藤一夫・工藤肇・宮夫靖夫： 1976 『植苗貝塚』苫小牧市教育委員会

佐藤一夫・工藤肇ほか： 1980 『苫小牧東部工業地帯埋蔵文化財発掘調査概要報告書Ⅳ』苫小牧市教育委員会

佐藤隆広： 1980 『ホロナイポ遺跡』枝幸町教育委員会

杉浦重信： 1988 「北海道の錨石について」 『無頭川遺跡』富良野市教育委員会

関谷マリ子； 1974 （1947） 『野幌部落史（復刊） 』国書刊行会

芹沢長介： 1965 「縄文時代の研究をめく’る諸問題周辺文化との関連」 『日本の考古学Ⅱ縄文時代』河出書房新社

園部真幸・中村織音： 1986 『大麻15遺跡』江別市文化財調査報告書XXⅡ

園部真幸： l987 r高砂遺跡』江別市文化財調査報告書25

高橋正勝・直井孝一・園部真幸・土田駆佐子： 1979 『江別太遺跡』北海道先史学協会

高橋正勝・直井孝一ほか； 1981 『元江別遺跡群』江別市文化財調査報告書XⅢ

高橋正勝・直井孝一・園部真幸・佐藤訓敏ほか： 1982 『萩ケ岡遺跡』江別市文化財調査報告書XV

高橋正勝・園部真幸： 1984 『旧豊平河畔七丁目沢7』江別市文化財調査報告書XⅧ

高橋正勝・園部真幸: 1985 rl日豊平河畔』江別市文化財調査報告書XⅨ

高橋正勝・園部頁幸： 1986 『大麻3遺跡』江別市文化財調査報告書XX

高橋正勝・園部真幸・中村織音： 1986 『高砂遺跡』江別市文化財調査報告書XXI

高橋正勝・園部真幸: 1986 r1日豊平河畔V』江別市文化財調査報告書23

高橋正勝・園部真幸： 1987 『大麻21遺跡』江別市文化財調査報告書24

田部淳・田村リラコ・今田瑞恵: 1987 ｢T361遺跡』札幌市文化財調査報告書XXⅨ

直井孝一編： l982 r大麻6』江別市文化財調査報告書XⅣ

直井孝一編： 1983 『大麻6』江別市文化財調査報告書XⅥ

中村斎・君尹彦： 1970 『江別市大麻第V遺跡発掘調査報告書』江別市教育委員会

中村斎・松下亘1 1975 『小島の沢遺跡』江別市教育委員会
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中村斎・桐谷贋一： 1975 『高砂遺跡江別市第12号遺跡』江別市文化財調査報告詳1V

中村斎： 1978 『北海道江別市埋蔵文化財分布調査報告書』江別市教育委員会

中村斎： 1980 『大麻I遺跡』江別市文化財調査報告書X

野村崇： 1977 『長淵町l幌内タンネトウ遺跡の発掘調査』空知地方史研究協議会

八戸芳夫： 1979 『ドサンコ』HTBまめほん

北海道教育委員会： 1978 『美沢川流域の遺跡群11』

北海道教育委員会： 1984 『江別地区遺跡分布特別調査報告書』

(財）北海道埋蔵文化財センター： 1980 「東野幌3」 『大麻I遺跡・西野幌l ・西野幌3 ・東野幌3』

(財）北海道埋蔵文化財センター： 1981 『大麻1遺跡』北埋調報2

(財）北海道埋蔵文化財センター： 1981 『東山5遺跡』 北埋調報4

(財）北海道埋蔵文化財センター： 1982 『吉井の沢の遺跡』 北埋調報5

(財）北海道埋蔵文化財センター： l982 rママチ遺跡』 北埋調報9

(財）北海逆埋蔵文化財センター： 1984 『美沢川流域の遺跡群Ⅶ』 北埋調報14

(財）北海道埋蔵文化財センター： 1986 『美沢ﾉ| |流域の遺跡群Ⅸ』 北埋調報24

(財）北海道埋蔵文化財センター： 1985 『西野幌11遺跡』 北埋調報25

(財）北海道埋蔵文化財センター： 1987 『ママチ遺跡ⅡI』 北埋調報36

(財）北海道埋蔵文化財センター： 1986 『西野幌3遺跡』 北埋調報39

松ﾄﾞ勝秀； 1971 5万分の1地質|叉|幅「江別」および説明書（札幌一第22号）北海道地下街源調査所

森'11知忠： 1981 「北海道」 『純文土器大成 3 後期』荊談社

矢野牧夫･ l.l l l l l '|冊郎： l982 r北海道野幌丘陵に分布する最終氷期堆積物の粘土j笛」北海道開拓記念館研究年蠅節l()け

l l l lli ,li"II ・北川芳ﾘj : 1982 「古井の沢l遺跡の於ける古植性の変化と埋積谷について」 『吉井の沢の遺跡‘I 北理洲報5

1 1 | lll悟郎： 1982 「萩ケ|剛遺跡のTII柿性について」 『萩ケ岡遺跡」江別市文化調査報告書XV

山111秀三： 1984 『北海逆の地名』北海道新聞社

佐藤一夫・工藤肇ほか1 1984 『苫小牧東部工業地帯埋蔵文化財発掘調査概要報告番Ⅳ』苫小牧市教育委員会樅辺俊
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